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表紙写真

フクギの幹折れ

（幹折損部の腐朽）

ガジュマルの倒木

コバノナンヨウスギの倒木コバテイシの倒木
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　沖縄は、わが国の中でも特有の亜熱帯・海洋性気候に属していることから年間を通して寒
暖の差が小さく、また周囲の海は珊瑚礁と白い砂浜で形成されていることで、色華やかに彩
られた花木や美しい海などの自然環境により、質の高い観光地となっています。
　本土復帰後の復興においても、このような地域特性を活かして都市緑化が積極的に推進さ
れており、平成 17年度における道路緑化率（緑化済道路延長／道路延長）では全国で最も
高い 48.8％※）に達するなど、みどり豊かなまちづくりが行われています。
　一方で、沖縄は接近や上陸する台風の数が本土に比べて多く、またその勢力も強いことか
ら、台風が通過する度に倒木などによる樹木被害が数多く発生して問題となっています。さ
らに、都市緑化樹木における被害では、樹木自体の衰退を招くだけでなく、倒木などにより
周辺建物の破損、道路を遮断することによる交通障害や人的被害等を引き起こす可能性があ
ります。
　そのため、都市緑化樹木においては台風被害による倒木等の発生を防ぐことが、みどり豊
かな沖縄の都市環境を維持する上で重要な要素となっています。
　このような状況を踏まえ、本手引きは、沖縄における倒木による被害を軽減させることを
目的として、倒木の実態解明や根系の伸長特性等を把握した上で、有効となる台風被害対策
についてとりまとめたものです。また、本手引きは沖縄の樹木と植栽環境からの解説となっ
ていますが、基本的な台風被害対策については地域を選ばず全国的に活用することができま
すので、参考にして頂ければと思います。
　本資料は、「沖縄における都市緑化樹木の台風被害対策の手引き」に加え、台風被害の実
態調査結果からなる「台風被害対策に関する調査報告書」、都市緑化樹木 42種の根系調査
結果から作成した「沖縄都市緑化樹木の根系図」で構成しています。これらが、沖縄におけ
る緑化技術を向上するための基礎資料として活用され、色華やかでいきいきとした樹木によ
る沖縄らしさの継承に寄与できることを期待します。
　
　　　平成 23年 1月
　　　　　国土交通省　国土技術政策総合研究所　環境研究部　緑化生態研究室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室　長　松江　正彦

※）国土技術政策総合研究所資料第 506 号・わが国の街路樹Ⅵ、国土交通省国土技術政策総合研究所、2009
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第１編
沖縄における都市緑化樹木の台風被害対策の手引き
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１．台風による都市緑化樹木の被害形態
　公園や道路に植栽された都市緑化樹木が台風の強風等により被害を発生させる形態としては、大き
く分類すると、①倒木、②傾木、③幹折れ、④枝折れに分類される（図 - Ⅰ .1）。
　「倒木」は、強風により樹体が揺さぶられることにより、樹木の根系が切断したり、根系基盤（根
系と根域の土壌）が円弧すべりを起こして完全に持ち上がってしまうことなどにより、樹体が完全に
倒伏してしまうものである。
　「傾木」は、強風により樹体が揺さぶられることにより、根系基盤（根系と根域の土壌）が円弧す
べりを起こすものの多少浮き上がる程度でとどまり、倒木には至らないものである。原因は倒木と同
様であるが、その被害程度が軽いものである。

～どのようにして樹木被害が発生するのかを理解する～

　都市緑化樹木が台風の強風等により受ける被害形態は、大きく分類すると、「倒木」、「傾
木」、「幹折れ」、「枝折れ」である。この被害の発生要因としては、①一定の規模を超えた
台風、②立地条件に合わない樹種選定、③植栽基盤の整備不良、④植栽施工の不良、⑤維
持管理の不良があげられ、都市緑化を行う際には、これらの発生要因を十分に理解してお
くことが重要である。

　「幹折れ」は、
強風により樹体
が揺さぶられた
り、ねじれたり
することによ
り、樹幹が折れ
るものである。
樹幹に木材腐朽
病が進行した大
きな腐朽部や大
きな傷害がある
と発生しやすく
なる。
　「枝折れ」は、
強風により枝葉
が揺さぶられる
ことにより枝が
折れるものであ
る。枝葉が過密
に繁茂していた
り、不良な剪定
により枝葉のバ
ランスを崩すと
発生しやすくなる。　　　　　　　　　図 - Ⅰ .1　台風被害の発生形態とその要因
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2．台風被害の発生要因
2．1　一定の規模を超えた台風
　樹木は、通常の風雨では折れたり倒れたりしないように、肥大成長により幹や枝を強化させるとと
もに地中に根系をしっかりと張り、樹体を支えている。しかし、一定の規模を超えた台風においては、
樹木が有している木材強度や根系による支持強度では耐えられない状況に陥る。
　公園及び道路における都市緑化樹木の台風被害の実態調査では、台風時の風の強さが被害の大きさ
に最も影響していた。具体的には、最大風速で約 22m/s 以上、最大瞬間風速で約 40m/s 以上となっ
た場合に、急速に被害本数が増加していた（図 - Ⅰ .2）。これは、風速が速くなることにより、樹冠
が受ける風圧が高まることが原因と考えられる。また、道路においては、降雨量が多くなると被害本
数が増加する可能性が高いことが確認された（図 - Ⅰ .3）。これは、街路樹が植栽されている植桝や
植樹帯の土壌が大量の雨水を含むことにより、植栽基盤の含水率が非常に高くなって土壌が緩む（土
壌粒子間の摩擦力が低下）ことが原因と考えられる（写真 - Ⅰ .1）。

図 - Ⅰ .2　風の強さと被害本数の関係（左：最大風速、右：最大瞬間風速）

図 - Ⅰ .3　期間降水量と被害本数の関係（街路樹）　　　　写真 - Ⅰ .1　雨水を含んで緩んだ土壌
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２．２　立地条件に合わない樹種選定
　樹木の地上部は、ヤシ類のように枝を持たない幹からなるものや、コバノナンヨウスギのような樹
体を上方へ細長く伸長させるもの、コバテイシのように太い枝を水平方向に張りだして扁平した傘形
の樹冠を形成するものなど、陽光を求めて樹種毎に多様な特性を有しながら立地環境に適応している。
このような地上部の形状に合わせて、樹木の根系はこの樹体を支えるために土壌中に特有の形態で発
達させている。
　そのため、地上部、地下部ともに良好な伸長成長、肥大成長をしている樹木については、通常の風
速では倒伏することはないと考えられる。
　樹種特性別では、枝葉をあまり広げすにコンパクトな樹冠を形成し、根系を深くかつ広く土壌中に
伸長させる形態を有する樹種は、倒伏を起こしにくいと考えられる。一方で、枝葉を大きく広げた樹
冠を形成し、広がる水平根あるいは深くまで伸長する垂下根のどちらかに偏って発達する樹種は、前
者に比較して倒伏しやすいと考えられる（図 - Ⅰ .4）。また、枝葉の伸長が速い樹種等については、
枝折れの被害を受けやすくなると考えられる（写真 - Ⅰ .2）。

図 - Ⅰ .4　倒伏被害の発生しやすさ

写真 - Ⅰ .2　枝折れ被害を受けやすい樹種（左：ヨウテイボク、右：インドゴムノキ）
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　そのため、植栽設計においては、植栽地の基盤条件や気象条件に応じた樹種を適切に選定すること
が重要である。例えば、下層にある岩盤等で薄層でしか植栽基盤が整備できない条件の場所に、深根
型の樹種を植栽木として選定することや、逆に、植栽地の近隣に構造物等があって深い有効土層は確
保できるものの広い範囲での植栽基盤が整備できない場合に浅根型の樹種選定をしてしまうことは、
倒木等の発生要因となる（図 - Ⅰ .5）。特に、植栽地の環境が風圧を受けやすい立地である場合には、
大きな要因となる。

図 - Ⅰ .5　植栽環境と不適合の樹種選定例

2．3　植栽基盤の整備不良
　樹体を支える根系が伸長できる植栽基盤は、樹木特性に合わせて十分な範囲で土壌の物理性と化学
性において整備されている必要がある。植栽基盤の整備が不良で、植栽される樹木にとって十分な空
間となっていない場合や硬く透水性の悪い土壌で貧栄養のまま造成されている場合には（写真 - Ⅰ .3､
Ⅰ .4）、根系伸長が不十分となり樹体を支えることができずに、強風時に倒伏する要因となる。特に
街路樹の場合には、植栽基盤が植栽桝や植樹帯形状で構成されることから根系伸長が規制されるため、
倒伏につながりやすいと考えられる（写真 - Ⅰ .5）。

写真 - Ⅰ .3　土壌が硬い植栽基盤における根系伸長不良（モンパノキ）
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写真 - Ⅰ .4　土壌透水性が不良の植栽基盤（ガジュマル）

写真 - Ⅰ .5　植栽基盤の整備不良による倒木（左：コバテイシ、右：フクギ・街路樹）

2．4　植栽施工の不良
　樹木植栽においては、根系が切断された苗木を使用することになるが、強風等を受けやすい立地条
件の植栽地に発根性の悪い樹種や太根が切断されている成木苗木を移植することは、倒木等の発生に
繋がる要因となる（写真 - Ⅰ .6）。
　また、植栽樹木に対する支柱は、樹木が活着するまでの唯一の支持体であるため、固定が不十分で
あると容易に倒木することになる（写真 - Ⅰ .7）。

写真-Ⅰ.6　切断された垂下根の回復不良（フクギ）　　写真-Ⅰ.7　支柱の固定不良による倒木（フクギ）
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2．5　維持管理の不良
　倒木や幹折れは、根系や樹幹における木材腐朽によって木材が脆弱化あるいは空洞化して木材強度
を失うことにより発生することが多い（写真 - Ⅰ .8）。木材腐朽は、樹木の日常点検により外観から
発見することが可能であり、さらに、その対策を施すことで台風時の倒木や幹折れを減少させること
ができる。
　また、樹木を支えるために設置される支柱が、樹木が成長して大きくなっても小さな規格のままで
あることや結束材が切れていたり支柱材が腐朽しているまま放置され、樹体を支持できずに倒木して
いることも確認されている（写真 - Ⅰ .9）。
　以上のことから、樹木の日常点検を適切に実施していないこと、日常点検で発見された問題を解消
する維持管理が適切に実施されていない場合には、台風被害の発生要因に繋がると考えられる。

（樹幹の腐朽による幹折れ・アメリカデイゴ）

（根系の腐朽による倒木・インドゴムノキ）

（草刈り時の傷害が原因で腐朽したことによる倒木・ヤエヤマヤシ）

写真 - Ⅰ .8　樹木の腐朽による倒木
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　　（結束材が外れたことによる倒木・コバテイシ）　　　　　　（支柱材の腐朽による倒木・オオハマボウ）

　　（支柱の固定不良による倒木・ヨウテイボク）　　　　　　　（結束不良による幹の損傷・ブラシノキ）

写真 - Ⅰ .9　支柱の管理不良による倒木等
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１．計画・設計
１．１　植栽環境の把握
　樹木を植栽するにあたり、台風被害を軽減させるためには、まず植栽地の立地環境として以下のこ
とについて十分に把握した上で対策を講じる。
①気象条件
　卓越風や風あたりの状況、潮風の影響について把握する。
②土壌条件
　植栽基盤となる土壌の物理性や化学性について把握するとともに、下層岩盤や礫混入状況について
把握する。
③周辺環境
　植栽する樹木の周辺に風を遮ることとなる建築物や樹林等の存在について把握する。

1．2　樹種選定
　樹種選定にあたっては、計画時に設定する緑化目標として、樹木に求められる機能を植栽場所に応
じて十分に発揮できる樹種を選定することが基本となる。しかし、同時にその植栽環境において植栽
後も良好に生育を維持できる特性を有した樹種を選定することも重要となる。
　台風時における風圧の受け方は、樹種ごとに異なる地上部の形状や枝葉の密度によって異なり、木
材の硬さや構造によっては、枝がしなり風を受け流したりもする。また、葉のクチクラ層を厚く発達
させたり、葉や枝の表面を毛によって保護している樹木、新梢が木質化しやすい等の性質を持つ樹木
では、塩分を多く含んだ強風にさらされた際にも、付着した塩分による枝葉の壊死や凋萎等の被害を
受けにくくしている。さらに、地上部の樹体を支えているのは根系であるが、根系の特性は樹種ごと
に異なる。したがって、根系の特性についても十分に把握しておくことが樹種選定において重要とな
る。
　風環境の厳しい場所における樹種の選定にあたっては、地上部については強風による枝折れ、幹折
れ等が生じにくい特性を持ち、地下部については根系を広くかつ深くまで張り巡らせて支持力が大き
く、植栽時に切断された根系回復が早い樹種を選ぶ必要がある。また、植栽基盤の有効土層の厚さあ
るいは広さが何らかの理由により制限されてしまっている植栽地では、その植栽基盤に適した根系特
性を有した樹種を選定する必要がある。つまり、深さ方向が規制された浅い有効土層においては浅根
性の樹種を、広さ方向が制限された狭い植栽基盤においては深根性の樹種を選定することが必要とな
る。
　具体的には、海岸部や広場等の風環境の厳しい場所では、リュウキュウマツ、ガジュマル、タコノキ、
テリハボク、フクギ、モクマオウ、コバテイシ、デイゴ、ココヤシ等の耐潮性、耐風性の強い樹種を
選定することが望ましい（写真 - Ⅱ .1）。また、根が伸長するための植栽地の深さを十分に得ること
ができない浅い有効土層の場合には、ガジュマル、テリハボク、カンヒザクラ、ホウオウボク、ヨウ

～台風被害を軽減するための緑化方法を理解する～

　都市緑化樹木の台風による被害を軽減させるためには、適切な緑化計画・設計、施工を
確実に行うことが重要である。具体的には、①樹種選定、②配植、③植栽基盤の整備、④
支柱の設置において、無理のない基本的な緑化手法を実施することが樹木を良好に生育さ
せることとなり、台風被害を軽減することに繋がる。
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テイボク、タコノキ、ヤシ類等の水平根を発達させる「中間型～浅根型」の根系タイプの樹種が適し
ている。逆に、根が伸長する広さに制限があるが深さを十分に得ることができる場合には、リュウキュ
ウマツ、コバノナンヨウスギ、オキナワキョウチクトウ、フクギ、モクマオウ等の垂下根を発達させ
る「深根型」の根系タイプの樹種が植栽に適している（写真 - Ⅱ .2、Ⅱ .3）。

写真 - Ⅱ .1　耐潮性の強い樹種（左：フクギ、右：モクマオウ）

写真 - Ⅱ .2　「浅根型～中間型」の樹種（左：ガジュマル、右：カンヒザクラ）

写真 - Ⅱ .3　「深根型」の樹種（左：フクギ、右：コバノナンヨウスギ）
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　沖縄の都市緑化において樹種選定で把握しておくべき主な樹木特性としては、以下の項目があげら
れる。
　
①樹冠形状
　樹冠形状は、大きく分類すると「円錐形」、「卵円形」、「球形」、「傘状形」、「ヤシ形」となる（図 - Ⅱ .1）。
　樹冠の形状により風圧を受ける面積や重心の高さも異なり、樹冠形状だけで受ける風圧を判断する
と「ヤシ形」が最も小さくなり、逆に「傘状形」、「球形」が大きくなると考えられる。

※引用：「沖縄道路緑化技術指針」、沖縄総合事務局開発建設部監修、（社）沖縄建設弘済会発行、1996

図 - Ⅱ .1　樹冠形状の分類と代表的樹種

②耐風性
　耐風性は、樹冠形状や木材の強度、根系の伸長形態等から倒伏や枝折れ等に対する性質について、
自然植生における生育状況や過去の経験的な知見から判断して分類したものであり、大きく「大」、　
「中」、「小」に分類される。
　「大」：小枝が折損する程度で被害を生じにくい樹木。
　「中」：枝の折損被害を生じやすいが根返りまでは至らない樹木。
　「小」：根返りや枝の折損被害を生じやすい樹木。

③耐潮性
　耐潮性は、付着塩分の化学的作用によって枝葉に被害を生じさせることに対する性質について、自
然植生における生育状況や被害の様相により過去の経験的な知見から判断して分類したものであり、
「大」、「中」、「小」に分類される。一般的に、海岸性の樹木は抵抗が強く、内陸性の樹木は抵抗が弱い。
　「大」：若干、葉縁に壊死が生じることがあるが、被害が明確に現れずに回復が早い樹木。
　「中」：葉身が凋萎を起こし若干の新梢の枯下がりが認められるが、影響は比較的小さくて回復が比
　　　　較的早い樹木。
　「小」：葉身が凋萎を起こし著しく新梢の枯下がりが認められ、被害が個体全体に及ぶなど影響が大
　　　　きく回復が遅い樹木。
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④成長性
　成長性（速度）は、樹木が一定期間のうちに伸長および肥大する成長量を樹種ごとに相対的に比較
して分類したものであり、「早い」、「中」、「遅い」に分類される。
　「早い」：短期間のうちに非常に大きく成長する樹木。
　「 中 」：成長量が「早い」と「遅い」の中間の樹木。
　「遅い」：大きく成長するまでに長期間を要する樹木。

⑤根系形態・垂直分布・水平分布
　根系形態は、全体を構成する根系のうち骨格となる発達した根の太さと伸長形態により分類したも
のであり、「垂下根型」、「斜出根型」、「水平根型」に大きく分けられる※）（図 - Ⅱ .2）。

※）引用文献：「樹木根系図説」、苅住曻著、誠文堂新光社、1979

　「垂下根型」：根株および水平根の基部から垂下する根が骨格となって発達している根系形態で、小
　　　　　　　数の大径の垂下根により構成される型と多数の小・中径の垂下根により構成される型
　　　　　　　に区分される。
　「斜出根型」：根株で分岐して斜出して伸長する根が骨格となって発達している根系形態で、大径の
　　　　　　　斜出根により構成される型と小・中径の斜出根により構成される型に区分される。
　「水平根型」：根株から水平方向に伸長している根が骨格となって発達している根系形態で、大径の
　　　　　　　水平根により構成される型と小・中径の水平根により構成される型に区分される。

図 - Ⅱ .2　根系形態の分類（「樹木根系図説」を参考に作成）

　さらに、垂直分布および水平分布は、全体を構成する根系のうち垂直方向と水平方向について根系
分布を分類したものであり、垂直分布は「浅根型」、「中間型」、「深根型」に、水平分布は「分散型」、
「中間型」、「集中型」に分けられる。
・垂直分布
　「浅根型」：垂直方向の根系が、表層土壌の浅い土壌に分布する型。
　「中間型」：垂直方向の根系が、浅根型と深根型の中間で中庸の深さに分布する型。
　「深根型」：垂直方向の根系が、深層にある堅密で通気不良で貧栄養の心土にも多く分布する型。
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・水平分布
　「分散型」：水平方向の根系が、根株の近くから遠くまで広範囲に分布する型。
　「中間型」：水平方向の根系が、根株に集中しないが広範囲まで伸長せずに分布する型。
　「集中型」：水平方向の根系が、根株に集中して分布する型。

⑥支持力
　支持力は、樹冠形状と根系形態のバランスから地上部を支持する強度について、経験的な知見から
判断して分類したものであり、「大」、「中」、「小」に分類される。
　「大」：根系が良好に成長している状態において強風に曝されても倒伏することはほとんどなく、地
　　　　上部を支持する根系の強度が大きいと判断できる樹木。
　「中」：根系が良好に成長している状態において強風に曝されると稀に倒伏するものの、ある程度の
　　　　根系の支持強度があると判断できる樹木。
　「小」：根系が良好に成長している状態においても強風に曝されると倒伏しやすく、根系の支持強度
　　　　が小さいと判断される樹木。

⑦移植の難易
　移植の難易は、根系切断後の発根性と回復力について、経験的な知見から判断して分類したもので
あり、「易」、「中」、「難」に分類される。一般的には、垂下根が発達する深根性の樹種は根系切断に
よる影響が大きいため、浅根性の樹種のほうが移植が容易であるとされている。
　「易」：根系切断後の発根性と回復力が大きく、移植後の成長が早期から良好となる樹木。
　「中」：根系切断後の発根性と回復力が中庸で、移植後の成長が認められる樹木。
　「難」：根系切断後の発根性と回復力が小さく、移植後の成長が不良な樹木。

　沖縄の主な都市緑化樹木の特性について、関連文献や別途に実施した根系調査結果等から整理する
と表 - Ⅱ .1 に示すとおりである。
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表 - Ⅱ .1　沖縄における主な都市緑化樹木の樹種特性（１）
形
態 樹種 樹種特性 樹冠

形状 耐風性 耐潮性 成長性
根系特性

根系形態 垂直分布水平分布支持力移植の難易

常
緑
高
木
・
広
葉
樹

アコウ クワ科
イチジク属 

樹高 20m程度に達する。気根性であるが、
ガジュマルほどではない。枝を多く分岐さ
せ、広い樹冠を形成する。5月頃、ビー玉
大の袋状の花序を、幹や枝から直接出た短
い柄に付ける。

傘状形 強い 3) 強い 3) 速い 4) 小・中径のひも状垂下根・水平根型 深根型 分散型 大 易 3)

アカギ トウダイグサ科 
アカギ属

樹高 25mに達する。樹皮は赤褐色である。
葉は三出葉で、枝を広げ大きな樹冠をつく
る。

傘状形 やや強い
3)

やや強い
3) 速い 4) 中・大径の水平根・垂下根型 深根型 中間型 大 やや易 3)

アカテツ アカテツ科
パラクイウム属

樹高 10ｍ程度に達する。厚く縦ジワがあ
って樹脂を分泌する樹皮は赤褐色で樹木全
体が赤みがかって見える。

卵円形 強い 3) 強い 3) 遅い 4) 中・大径の水平根型 1) 浅根型1)分散型1) 大 1） やや易 3)

イスノキ マンサク科
イスノキ属

樹高 20mに達する。葉は厚い革質で、虫
えいが生じやすい。 卵円形 やや強い

4)
やや強い
4) 中 4) 中・大径の斜出根型 1) 中間型1)集中型1) 大 1） 易 4)

インドゴムノキ クワ科
イチジク属 

樹高 30ｍにまで達する。大きな葉は革質
で光沢がある。大きな樹冠で緑陰を形成す
る。

球形 強い 3) 強い 3) 速い 4) 小・中径の水平根型 浅根型1) 中間型 中 易 3)

オオハマボウ アオイ科
フヨウ属 

樹高５～ 10ｍ程度になる。幹は直立せず
に枝が多く分岐する。咲き始めは明るい黄
色で、終わり頃にはオレンジ色に変化する
花を咲かせ、葉はハート形で身近に親しま
れてきた花木である。

球形 強い 3) 強い 3) 速い 4) 小・中径の水平根・垂下根型中間型1) 中間型 中 易 3)

オオバアカテツ アカテツ科
パラクイウム属

樹高 10m程度に達する。幹は直立して、
円錐状の樹冠をつくる。花は独特のにおい
を発するため、人通りの多い街路樹には向
かない。

卵円形 － － － 中・大径の水平根・垂下根型 深根型 中間型 大 －

オキナワキョウチク
トウ

キョウチクトウ科
ミフクラギ属 

樹高 10m程度に達する。広げた枝の先に
革質で光沢のある葉を束生してつける。ど
こからでも出る樹液は有毒で、ぶら下がっ
た卵大の果実が特徴的であるため、注意が
必要である。

球形 強い 3) 強い 3) やや速い
4) 中・大径の垂下根型 深根型 中間型 大 やや易 3)

ガジュマル クワ科
イチジク属 

樹高 20mに達する。幹から気根を発し、
地面に達すると肥大化して支持根となる。
また、幹にも絡まり一体化する。

傘状形 強い 3) 強い 3) 速い 4) 中・大径の水平根型 浅根型 分散型 大 易 3)

カシワバゴムノキ クワ科
イチジク属 

樹高 12ｍ程度になり、大きな革質の葉が
カシワに似る。 球形 － 中 4) － 小・中径の水平根型 － 分散型 中 易 4)

クスノキ クスノキ科
クスノキ属

樹高 20m程度に達し、大きな樹冠を形成
する。光沢のある葉や樹木全体に樟脳を含
み芳香がある。

卵円形 やや強い
3)

やや強い
3) 速い 4) 中・大径の水平根型 1) 中間型1)分散型1) 中 1) やや易 3)

クロヨナ マメ科 
クロヨナ属

樹高８ｍ程度に達するが、幹は直立せずに
低い位置で分岐するため、樹冠はあまり整
わない。耐潮性が強く海岸地の植栽に適す
る。

球形 強い 3) 強い 3) 中 4) 中・大径の水平根型 深根型 中間型 中 易 3)

サキシマハマボウ
アオイ科
サキシマハマボウ
属 

樹高 10m程度になる。夏に咲く黄色の花
は、オオハマボウに似る。 球形 強い 3) 強い 3) 速い 4) － － 浅根型2) － 易 3)

シマトネリコ モクセイ科
トネリコ属

樹高 15～ 20mに達し、あまり目立たない
白い小さな花をつける。 卵円形 やや強い

3)
やや強い
3) 速い 4) 中・大径の斜出根型 － 分散型 大 やや難 3)

ソウシジュ マメ科
アカシア属 

樹高 15m程度に達する。多少枝垂れるの
と葉のように見える葉柄が柳のような樹形
を思わせる。花は黄色の球形で多少芳香が
ある。

球形 強い 3) やや強い3) 速い 4) 長い水平根と長大な垂下根型1) 深根型1)分散型1) 大 1） やや易 3)

タコノキ タコノキ科
タコノキ属

樹高 5～ 10mに達する。分岐した幹の下
部からは気根を多数発生させ、地中に伸長
させている。細長い葉は 1m程度で、大き
くて鋭い鋸歯を持つ。

ヤシ形 強い 3) 強い 3) 速い 2) 支柱気根の水平根型 浅根型 中間型 大 易 3)

タマリンド マメ科
タマリンド属

原産地（西アフリカ、インド）では樹高
25mに達する。羽状複葉で成長が早く萌
芽力があるため、緑化樹に適している。甘
酸っぱい果肉は食用になる。

球形 やや強い
3)

やや強い
3) 速い 3) 中・大径の斜出根型 － 集中型1) 大 やや易 3)

テリハボク オトギリソウ科
テリハボク属 

樹高 20mに達する。幹が曲がりやすく樹
形も乱れやすい。葉は革質で光沢があり、
緑色が美しい。丸い果実も特徴的である。

傘状形 強い 3) 強い 3) 中 4) 中・大径の垂下根型 深根型 分散型 大 やや易 3)

ハスノハギリ ハスノハギリ科
ハスノハギリ属

樹高 20ｍ程度に達する。葉は革質で光沢
がある。丸くて袋状になった小苞の中にあ
る果実は特徴的である。

傘状形 強い 3) 強い 3) 速い 4) 中・大径の斜出根・垂下根型 － 分散型 大 やや易 3)

パンノキ
クワ科
アルトカルプス属
　

樹高 15m程度に達する。革質で非常に大
きな葉が特徴的である。径 15cm程度の球
形の果実は食用となる。

球形 やや強い
3)

やや強い
3) 速い 4) 中・大径の斜出根型 － 分散型 大 やや易 3)

フィカスネリフォリ
ア

クワ科
イチジク属 

室内観葉植物として東南アジアなどから導
入され、露地でもよく生育している。枝が
下垂する特徴があり、樹形が整う。

卵円形 やや強い
3)

やや強い
3) 速い 3) 中・大径の水平根・斜出根型 － 中間型 大 易 3)

フクギ オトギリソウ科
フクギ属 

樹高 20ｍ程度まで達するが成長は遅い。
枝が広がらずに円錐状の樹冠を形成するた
め、沖縄の街路樹として最も多く植栽され
る。

卵円形 強い 3) 強い 3) 遅い 4) 中・大径の垂下根型 深根型 分散型 大 難 3)

ベンガルボダイジュ クワ科
イチジク属 

樹高 30ｍに達する。幹から多く枝が発生
し、革質で光沢のある大きな葉をつける。
枝から多くの気根を降ろす。

球形 やや強い
3)

やや強い
3) 中 4) 中・大径の水平根・斜出根型 － 分散型 大 易 3)

ホルトノキ ホルトノキ科
ホルトノキ属

樹高 20mに達する。葉はヤマモモに似る
が波状にならず、落葉前には紅葉する特徴
がある。

卵円形 やや強い
3)

やや強い
3) 中 4) 中・大径の水平根・斜出根型

1) 中間型1)中間型1) 中 1) やや易 3)

モクマオウ モクマオウ科
モクマオウ属 

樹高 20m程度に達する。幹は直立する。
マツの葉のように見えるのは小枝で各節に
ごく小さな輪生状の葉をつける。

卵円形 強い 3) 強い 3) 速い 4) 中・大径の垂下根型 深根型 中間型 大 難 3)

モンパノキ
ムラサキ科
メセルスクミディ
ア属

樹高 5～ 10m程度である。通常は 2～
3mの灌木状である。 球形 強い 3) 強い 3) 中 4) 小・中径の斜出根型 － 集中型 中 やや易 3)

ヤブツバキ ツバキ科
ツバキ属

樹高 5～ 15m程度に達する。樹皮は灰白
色でなめらかで、赤色の花を 1～ 3月に咲
かせる。

卵円形 やや強い
4) 中 4) 遅い 4) 中・大径の斜出根・水平根型1) 浅根型1)集中型1) 中 1) 中 4)

ヤブニッケイ クスノキ科
クスノキ属

樹高 15m程度で、葉は揉むと芳香がある。
種子からは香油を採ることができる。 卵円形 やや強い

4)
やや強い
4)

やや速い
4) 小・中径の斜出根型 中間型1) 集中型 大 難 4)

ヤマモモ ヤマモモ科
ヤマモモ属

樹高 20mに達する。雌雄異株で、4～ 5
月に結実する赤紫色の果実は食用となる。 卵円形 やや強い

4) 中 4) 遅い 4) 中・大径の水平根・垂下根型1) 中間型1)中間型1) 中 1) 易 4)

リュウキュウコクタ
ン

カキノキ科
カキノキ属

樹高 10m程度に達する。直立した幹から
多くの枝を分岐させ、整った樹形となる。
材は三線の棹や床柱として利用されてき
た。沖縄県内の市や町の木として多く指定
されている。

卵円形 強い 3) やや強い3) 遅い 4) 小・中径の水平根・垂下根型 中間型 深根型 中 やや易 3)
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表 - Ⅱ .1　沖縄における主な都市緑化樹木の樹種特性（２）
形
態 樹種 樹種特性 樹冠

形状 耐風性 耐潮性 成長性 根系特性
根系形態 垂直分布水平分布支持力 移植の難易

落
葉
高
木
・
広
葉
樹

アメリカデイゴ マメ科
デイゴ属

樹高５ｍ程度で、枝が広がり球形の樹冠を
形成する。真夏に真っ赤な花をつける。 球形 － － － 中・大径の水平根型 中間型1) 分散型 小 易 1)

アメリカネム マメ科
サマネア属

原産地では樹高 25mに達する。枝を大き
く広げた樹幹は 30mにもなり、大きな緑
陰を形成する。

傘状形 弱い 3) 弱い 3) － 小・中径の水平根型 － 分散型 小 やや易 3)

キワタノキ パンヤ科
キワタ属

樹高 25m程度に達する。幹は直立し、太
い棘を密生させる。花は枝の先端に近くで
赤色、オレンジ色で、かたまってつく。

球形 やや強い
4) 中 4) 速い 4) 小・中径の斜出根型 － 分散型 中 易 4)

カンヒザクラ バラ科 
サクラ属

樹高 10m程度になる。沖縄で桜といえば
この種を指す。濃紅色（緋色）の下垂した
花は、1月末から 2月ごろ咲き、日本一速
い花見となる。

傘状形 やや強い
3)

やや強い
3)

やや速い
4) 中・大径の水平根型 中間型 分散型 中 やや易 3)

ゴールデンシャワー マメ科
カワラケツメイ属

樹高 15m程度に達し、黄金色の花が房状
に垂れ下がる様子は壮観である。 球形 弱い 3) 弱い 3) 速い 4) 小・中径の水平根型 － 分散型 中 易 3)

コバテイシ シクンシ科 
モモタマナ属

樹高 20～ 25mに達する。水平方向に輪生
する枝が特徴的で、先端に葉を束生させて
つけ、大きな緑陰を形成する。

傘状形 強い 3) 強い 3) 速い 4) 中・大径の水平根型 中間型 分散型 中 易 3)

シマサルスベリ ミソハギ科
サルスベリ属

樹高10～15mに達する。樹皮は盛夏に白、
冬に赤褐色となり特徴がある。花は夏～秋
にかけて枝の先に円錐状につく。

傘状形 やや強い
3)

やや強い
3) 速い 4) 中・大径の斜出根型 1) 中間型1)中間型1) 小 1) 易 3)

センダン センダン科
センダン属

樹高 20mに達し、淡い紫色の花を咲かせ
る。枝を広げて緑陰を形成する。 傘状形 やや強い

3)
やや強い
3) 速い 4) 中・大径の水平根・斜出根型中間型1) 分散型 中 やや易 3)

タイワンフウ マンサク科
フウ属

樹高 25ｍ程度まで達し、直立して樹形が
整う。秋には黄葉する。 卵円形 やや強い

3)
やや強い
3) 速い 4) 中・大径の水平根・斜出根型中間型1) 分散型 中 易 3)

タイワンモクゲンジ ムクロジ科
モクゲンジ属

樹高 15mに達する。円錐花序をなして８
月頃に強い黄色の花をつけ、秋には紅葉す
るように桃色の美しい実をつける。

傘状形 やや強い
3)

やや強い
3) 速い 2) 中・大径の水平根・垂下根型 － 分散型 中 易 3)

デイゴ マメ科 
デイゴ属

樹高 15mに達する。初夏にかけて咲く赤
い花は鮮やかで、沖縄県の県花となってい
る。

球形 強い 3) 強い 3) 速い 4) 中・大径の水平根・斜出根型 中間型 集中型 中 易 3)

トックリキワタ パンヤ科 
コリシア属

樹高 20mに達し、幹がトックリ状で鋭い
トゲを有する。10～ 12月頃に大きなピン
ク色の花を咲かせ、花後にソーセージ状に
結実した中には、綿毛が詰まっており、実
がはじけると飛散する。

傘状形 やや強い
3)

やや強い
3) 速い 4) 中・大径の垂下根・斜出根型 中間型 分散型 中 易 3)

ナンキンハゼ トウダイグサ科
シラキ属

樹高 10mに達する。鮮やかな紅葉が好ま
れ、沖縄では貴重な存在である。黒く堅い
果皮が割れて白い種にも趣がある。

傘状形 中 4) 中 4) 速い 4) 中・大径の水平根・斜出根型浅根型1) 分散型 中 中 4)

ホウオウボク マメ科
ホウオウボク属 

樹高 10～ 15ｍに達する。太い枝を張り
出して傘状の樹冠をつくり緑陰を形成す
る。5弁で緋紅色の蝶形な花をつけ、花後
に枝からぶら下るように、青く大きな剣状
のサヤが目立つ。

傘状形 やや弱い
3)

やや強い
3) 速い 4) 中・大径の水平根・垂下根型 中間型 分散型 大 易 3)

ヨウテイボク マメ科 
ハマカズラ属

樹高５ｍ程度に達する。花は紫、赤、白、
黄色などがあり、美しい熱帯花木で、群植
や並木での利用が効果的である。葉が羊の
ひづめの形に似ている。

卵円形 やや強い
3)

やや強い
3)

やや速い
4) 中・大径の水平根・斜出根型 中間型 分散型 中 やや易 3)

常
緑
高
木
・
針
葉
樹

イヌマキ マキ科
マキ属

樹高 20mに達する。単木としての利用の
他、防風林として高生垣等にも利用できる。円錐形 強い 3) やや強い

3)
やや遅い
4)

中・大径の斜出根・垂下根型
1) 深根型1)中間型1) 大 1） やや易 3)

カイヅカイブキ ヒノキ科
ビャクシン属

樹高 10m程度に達するものもあるが、一
般的には刈り込んで生垣状で利用すること
が多い。

円錐形 強い 4) やや強い
4)

やや遅い
4)

中・大径の斜出根・水平根型
1) 浅根型1)集中型1) 中 1) 中 4)

コバノナンヨウスギ ナンヨウスギ科
ナンヨウスギ属

原産地（ノーフォーク島）では樹高 50～
60mに達する。枝は輪生して水平に伸長し、
円錐形の整った樹形を形成する。

円錐形 やや強い
3) 強い 3) 速い 4) 中・大径の水平根・垂下根型 深根型 分散型 大 やや易 3)

ナギ マキ科
マキ属

樹高 20m程度に達する。針葉樹であるが
葉の形が楕円状にとがっているので広葉樹
のように見える。

卵円形 中 4) 中 4) 遅い 4) 中・大径の斜出根・垂下根型1) 深根型1)中間型1) 大 1） 中 4)

リュウキュウマツ マツ科
マツ属 

樹高 25ｍ程度まで達する。枝が湾曲しな
がら伸長し、傘状の樹冠を広げる。沖縄県
の県木。

傘状形 強い 3) 強い 3) やや速い
4) 中・大径の水平根・垂下根型 深根型 分散型 大 やや易 3)

ヤ
シ
類

カナリーヤシ ヤシ科
ナツメヤシ属

樹高 10～ 15mに達する。直立した幹の上
部に５ｍほどの大きな葉をアーチ状に叢生
する。

ヤシ形 やや強い
3)

やや強い
3) 中 4) 小・中径のひも状放射型 1) 浅根型1)集中型1) 大 難 3)

ココヤシ ヤシ科
ココヤシ属

樹高 25ｍ程度まで達するヤシで、直立し
て大型の羽状葉を広げる。 ヤシ形 強い 3) 強い 3) 中 4) 小・中径のひも状放射型 浅根型 集中型 大 やや易 3)

トックリヤシモドキ ヤシ科
トックリヤシ属

樹高 10mに達するヤシで、トックリヤシ
より大きくなるが、幹はさほど肥大しない。ヤシ形 強い 3) やや強い

3) 中 4) － 浅根型2) － － 易 3)

ビロウ ヤシ科
ビロウ属 

樹高 15m程度までなるヤシで、直径 1～
2mの扇型～半円形の掌状葉をつける。葉
の中央まで深裂し、裂片が下垂して特徴的
である。

ヤシ形 強い 3) 強い 3) 中 4) 小・中径のひも状放射型 浅根型 集中型 大 易 3)

ヤエヤマヤシ ヤシ科 
ヤエヤマヤシ属

樹高 15～ 20ｍ程度に達するヤシで、幹
は直立して頂部から 4～ 5ｍの羽状葉をつ
ける。

ヤシ形 やや強い
3)

やや強い
3) 中 4) 小・中径のひも状放射型 浅根型 集中型 大 やや易 3)

※）引用文献
　１）「樹木根系図説」、苅住曻著、誠文堂新光社、1979
　２）「沖縄道路緑化技術指針」、沖縄総合事務局開発建設部監修、（社）沖縄建設弘済会発行、1996
　３）「沖縄の都市植物図鑑」、国土技術政策総合研究所監修、( 財 ) 海洋博覧会記念公園管理財団編集、新星出版、
　　　2009
　４）「沖縄の樹木」、新里孝和監修、平良喜代志著、新星図書出版、1987
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1．3　配植及び樹木規格
　植栽樹木の配植をデザインするにあたっては、樹木の立地環境や建物との位置関係から風圧を受け
る影響を把握した上で、風圧に応じて植栽密度を変えることや風上側に防風林を設置するなどの工夫
により、倒木等の被害を軽減させることが重要である。
　また、植栽する樹木の規格に関しては、規格が大きくなるほど植栽時に切断される根系が太くなる
とともに切断根系量も多くなることから、可能な範囲で小さい規格の樹木を植栽して大きく育成する
ことが望ましい。

①植栽密度
　樹木を植栽する際には、植栽基盤を樹種に適した有効土層を確保するように整備した上で、数本の
樹木を短い間隔で寄せ植えすることにより、根系が絡まり合って樹体の支持強度を高めることが可能
となる（写真 - Ⅱ .4）。

写真 - Ⅱ .4　フクギの植栽（左：街路樹、右：公園樹）

②防風林
　樹木を強風から保護するためには、耐風性の高い樹木により構成した防風林を設置することで、風
下側の樹木を被害から保護することができる（図 - Ⅱ .3）。

図 - Ⅱ .3　防風林の植栽例
　
　環境圧の厳しい海岸部や高台、広場などでは、幼木からの密な植栽によって防風効果を高めること
で耐性の強い緑地を形成することが可能になる。また、海岸部の道路に街路樹を植栽するにあたって、
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海側に防風林を整備することによって、街路樹の生育を確保することができる（写真 - Ⅱ .5）。この
ことは、沖縄の海岸部に見られる自生の状態に近い植生を再現することによって、潮風に強く、さら
に潮風害を受けにくい風衝形態を人工的に作り出すものである（写真 - Ⅱ .6）。
　防風林の植栽を行うにあたっては、以下のことに留意する。
　・ 植栽可能な面的の空間が確保でき、植栽基盤となる有効土層を十分に確保できること。
　・ 潮風環境の厳しい海浜地域において、確実に育つ樹種特性を有する樹種を選定すること。
　・ 海側から陸地側に向かって徐々に樹高の高い樹種を植栽し、高さのある防風林とすること。
　・ 植栽にはなるべく小さい苗木を使用して、できるだけ根系伸長を促進させること。
　・ 植栽後は、防風ネットで保護することにより、潮風害等を軽減して成長を促すこと。
　・ 植栽に適した樹種としては以下のものがある。
　　　中・高木：アダン、アカテツ、モンパノキ、サキシマハマボウ、オオハマボウ、モクマオウ、
　　　　　　　　リュウキュウマツ等
　　　低　　木：テリハクサトベラ、シャリンバイ、ハマジンチョウ等

　　（テリハクサトベラ、リュウキュウマツ）　　　　　（テリハクサトベラ、アダン、オオハマボウ等）

　　　　写真 - Ⅱ .5　街路樹の防風林　　　　　　　　　　写真 - Ⅱ .6　公園の防風林

③コンテナ植物の利用
　倒木被害を避けるためには、大型コンテナ植物の利用が有効となる。大型コンテナに植栽した樹木
を利用することで、台風襲来時にはコンテナを倒したり、移動しての避難が可能になる。ただし、施
肥、潅水等の維持管理は、露地植栽よりも頻繁に行う必要があるため、公園のイベント会場やコンク
リート面等の修景が必要な場所での一時的な利用が主な対象となる（写真 - Ⅱ .7）。

写真 - Ⅱ .7　コンテナ植物の利用
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1．4　植栽基盤の整備
　植栽基盤は、樹木が養水分を吸収するとともに樹体を支持する根系が伸長するための空間であり、
その量と質の両面に配慮した整備が重要となる。また、根系は樹種によって異なる特性を有しており、
水平方向に主たる根系が発達するタイプや垂直方向に根系が発達するタイプ、その両者の特性を有す
るタイプなど、根系の伸長方向は多様である。そのため、樹種ごとの根系に適した形状の植栽基盤を
整備することが、倒伏に対して有効な手段となる。
　植栽基盤の整備においては、まず植栽地となる土壌調査を実施して土壌の現状を把握した上で、植
栽基盤として必要となる条件を満足するための整備方法を決定する。

①植栽基盤
　植栽基盤は、物理性・化学性において根の伸長を妨げる条件がなく、適度な養分や水分を含んで根
群が容易に伸長できる土層である「有効土層」と、この有効土層の底面に水が停滞しないように透水
又は排水を確保するための「排水層」からなる（図 - Ⅱ .4）。

図 - Ⅱ .4　植栽基盤の概念図

　植栽基盤の成立条件としては、樹木が良好に生育することが可能となることであり、概ね以下のと
おりである。

必要となる植栽基盤の大きさは、厚さ（深さ）においては樹種特性（樹木形状、根系の伸長特性）
により異なり、広さにおいては一般的に樹冠の広がり程度（緑化目標とした樹冠形状を想定）とする
のが標準である（表 - Ⅱ .2、Ⅱ .3）。また、植栽樹木の根系形態が明らかである樹木については、根
系特性に合わせた植栽基盤形状の整備が重要となる（図 - Ⅱ .5）。ただし、道路や舗装された広場等
の規制を受ける植樹桝等では、樹冠の広がりと同等の植栽基盤を整備することは難しい。この際には、
広がりがある程度規制されても強風時に樹体を支持することが可能となる根系特性を有する樹種に変

物理的条件
・透水性が良好であり、かつ下層との境界等で水が停滞しないこと
・土壌の硬さが適当であること
・土壌に適度の保水性があること

化学的条件
・樹木の生育に障害を及ぼす有害物質を含まないこと
・酸度（pH）が適当であること
・養分をある程度以上の含んでいること
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更するなど、倒伏に対する配慮が必要となる。
表 - Ⅱ .2　植栽基盤厚（深さ）の目安

表 - Ⅱ .3　植栽基盤の広がりの目安

図 - Ⅱ .5　根系形態に適した植栽基盤形状

層 根系・垂直分布
樹高

3～ 7m 7～ 12m 12m以上

有効土層・上層
浅根型・中間型 40cm 60cm 60cm
深根型 60cm 80cm 80cm

有効土層・下層
浅根型・中間型 20～ 40cm 20 ～ 40cm 40 ～ 90cm
深根型 40～ 60cm 60 ～ 80cm 80 ～ 100cm

排水層 共通 地盤の土質や勾配によって適宜決定する。

根系・水平分布（垂直分布） 植栽基盤の面積（直径）

集中型・中間型（深根型） 樹冠の投影面積　（枝張りと同じ直径）

分散型（浅根型） 樹冠の投影面積× 1.5　（枝張り× 1.5）

※）「植栽基盤整備マニュアル、国土交通省監修、（財）日本緑化センター発行、2009」を参考に作成

※）「植栽基盤整備マニュアル、国土交通省監修、（財）日本緑化センター発行、2009」を参考に作成
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②土壌の概要
　植栽基盤は、屋上緑化等の人工土壌を使用する場合を除くと、ほとんどの場合は土壌であるため、
植栽基盤の整備にあたっては土壌の特性を理解しておく必要がある。
土壌の性質は、樹木が生育する観点からみると「物理性」、「化学性」、「その他（生物性等）」に大別され、
その概要は以下のとおりである。
・土壌物理性（硬さや水はけなどの物理的性質）
　土壌の水はけ（排水性／透水性）、水もち（保水性）、土壌の粒子の状況（団粒度、孔隙性など）、重さ（容
積重、仮比重）、土色などをいう。

・土壌化学性（養分や酸度等の化学的性質）
　酸度（pH）、養分量（窒素、リン、カリウムなど）などをいい、塩分などの生育阻害要因も含まれる。

・土壌生物性
　土壌動物や微生物など、土壌中の生物環境特性をいう。

③沖縄県の土壌特性
　沖縄の主な土壌は、「国頭マージ」、「島尻マージ」、「ジャーガル」に分類され（写真 - Ⅱ .8）、この
他に「カニク（堆積土壌）」があるが、海岸付近に局所的に分布するため緑化分野では重要視されない。
　これらの土壌の性質はそれぞれ異なることから、土壌ごとの対策が必要となる（表 - Ⅱ .4、図 - Ⅱ
.6）。

　　　　　（国頭マージ）　　　　　　　　　　  （島尻マージ）　　　　　　　　　  　（ジャーガル）
写真 - Ⅱ .8　沖縄の主な土壌

土性 大きさの異なる鉱物の混じり具合（粒径組成）を示すものである。通気性や透水性、
養分や水分の保持力等にかかわる重要な性質である。

保水性 土壌の水を蓄えておく水分保持力のことである。

排水性 土壌の水を通しやすいかの性質である。

土壌硬度 土壌の硬さのことである。土壌が硬いと根を伸ばすことができないため重要な性質で
ある。

三相組成 土壌は一定の容積内に、土の粒子である「固相」、水の「液相」、空気の「気相」を構
成しており、これらの比率割合を「三相組成」と呼んでいる。

容積重 容積重は土壌 100ml あたりの乾燥重量であり、土壌の種類や締まり具合により変化
するため、それらの指標となる。

土壌酸度 土壌の酸性・アルカリ性を示す指標である。pHは 0～ 14の範囲で、7.0 が中性で、
それ以下が酸性、それ以上がアルカリ性である。

養分 養分は窒素、リン、カリウムなどの元素成分等である。

腐植 腐植は、動植物の遺体等が土壌中で微生物や化学的な作用で分解・合成されて作られ
た暗色無定型な有機高分子化合物の総称である。

有害性 樹木の生育を阻害する物質の含有量など、有害の程度を示す指標である。
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表 - Ⅱ .4　沖縄の主な土壌の特徴

図 - Ⅱ .6　沖縄の土壌分布　※）出典：沖縄県農業研究センター土壌環境班

国頭マージ 島尻マージ ジャーガル

概要

沖縄本島北部、久米島、石垣島、
西表島、与那国島など広く分
布する赤黄色土である。本島
の国頭地方に広く分布するた
めその名がある。国頭礫層、
千枚岩、花崗岩、安山岩、砂
岩などに由来する土壌で、様々
な性質を持っている。土壌は
酸性で養分が乏しい。粒度は
比較的細かく、土壌が流出し
やすいが、締まりやすく排水
不良を起こしやすい。

沖縄本島南部、宮古島などを
中心に分布する暗赤色土であ
る。島尻地方に広く分布する
ため、その名がある。主に珊
瑚由来の琉球石灰岩が風化し
てできた土壌で、ややアルカ
リ性である。国頭マージほど
細粒でなく沖縄の土壌の中で
は最も土層の物性は良い。し
かし層位が薄く 50cm以下の
ところが多いため、下層の石
灰岩が亀裂が多く透水性が良
い場合は乾燥害を起こしやす
い。

沖縄本島中南部などを中心に
分布する灰色台地土の石灰質
である。クチャ（第三記島尻
層群泥岩）が土壌化したもの
で、アルカリ性で多量のカル
シウムを含んでいる。土壌の
養分が豊富で肥沃である。オ
リーブ灰～青灰色を示し、雨
にあたると容易に崩れやすい。
含まれる粘土組成のため極め
て多量の水を吸収するが、水
はけが悪い。

分布地の
主な地形 傾斜地 平坦地 傾斜～平坦地

土色 赤・黄色 暗赤色 灰色

酸度（pH）酸性 微酸性～微アルカリ性 アルカリ性

肥沃性 乏しい 乏しいが他の土壌よりは多い Ca、Mg成分に富むが、N・P・
Kは乏しい

土性 粘土質の度合いに幅がある 粘土質が多いが団粒発達が良
く乾燥を助長する場合もある シルト質が著しい

土層状況 下層土が緻密である 石灰岩上に分布
浅い場合は 50cm以下 下層土基岩 ( クチャ ) が緻密
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④土壌調査
　植栽基盤を整備するにあたっては、植栽地の地盤造成が完了した時点で確実な土壌調査を実施して、
土壌における問題点を把握し、適切な対応を実施することが重要である。可能であれば、地盤造成前
の土壌について、土壌分布図等の既存の資料や土地所有者へのヒアリングなどから確認しておくこと
で、造成初期における客土等の効率的な植栽基盤整備が実施可能となる。
　地盤造成後の設計段階において実施する基本的な土壌調査としては、現地において地形状況の確認
や地盤表面での土壌分布の観察、掘削した土壌断面での土層状況の観察や土壌硬度の測定等を行うと
ともに、採取した試料を室内試験により土性、土色、礫・異物含有状況、化学性（pH、EC等）を測定し、
評価までを行う（表 - Ⅱ .5）。

表 - Ⅱ .5　設計段階における土壌調査項目と判定基準

調査項目 調査内容 調査方法 単位
評価基準

１（良） ２（可） ３（不良）

現
地
調
査

排水性及び
土層状況
（植栽地全
域）

・地形の凹凸箇所や土壌表面が過度に
湿っていたり変色している箇所は滞
水している可能性があるため、試掘
して排水状況を調べる。

・植栽地全域の土壌状況を、造成状況
や土壌表面の色や指触、植生の状況
などから異なると判断される箇所毎
に検土杖による簡易調査で調べる。

・主要な植栽地について、下層まで人
が入れる程度の調査断面を掘削し、
断面での土壌層位や土色、土性、硬
度等の状況を調べる。また、主な土
壌は化学性等の分析に必要なサンプ
ルを採取する。

排水性／観
察 － 良好な排水

状況 問題なし 排水不良状
況が顕著

土層状況／
観察、山中
式土壌硬度
計、サンプ
リング（室
内試験で測
定）

ｍｍ（土
壌硬度） 11～ 20 20 ～ 24 24 以上

11以下

透水性
・簡易現場透水試験器を用いて透水性
を測定する。

長谷川式簡
易現場透水
試験器

mm/hr 100 ＜ 30 ～ 100 30 ＞

硬度
・長谷川式土壌硬度計（または山中式
土壌硬度計）を用いて、硬度を測定
する。

長谷川式
土壌貫入計

S値
cm/drop 1.5 ～ 4.0 1.0 ～ 1.5 1.0 ＞

保水性

・調査地の土性（指触土性）、調査地の
土壌観察から、土壌の保水性を推定
する。土性の詳細を調査する必要が
ある場合は土壌分析を行う。

観察、指触 － 良好な水分
を保つ

特に問題な
し

保水性不足
が顕著

養分

・土壌の土色（マンセル土色帳による）、
土性（指触土性）、調査地の植生生
育状況から、土壌養分の状況を推定
し、肥沃度を判断する。土性の詳細
を調査する必要がある場合は土壌分
析を行う。

観察、指触 － 良好な状態
阻害要因は
ないとみら
れる

明瞭な問題
点がある

室
内
試
験
等

有害物質

・ＥＣメーターを用いて電気伝導度を
測定する。

・現地において土壌の変色や植物の侵
入がみられない場合は、発芽試験（ハ
ツカダイコン等）により有害物質の
可能性を確認し、問題がある場合は
専門家による詳細分析を行う。

電気伝導度
（ECメータ
ー）

dS/m 0.2 ～ 0.5（砂土）
0.2 ～ 1.0（その他土壌）

0.5 以上
（砂土）
1.0 以上
0.2 以下は
不良ではな
いが貧栄養

発芽試験 － 生育良好

貧栄養等が
観察されて
も生育障害
はない

生育障害が
みられる

酸度
・pH計を用いて、試掘及び掘削断面
で採取したサンプル土壌の酸度を測
定する。

pH計（pH
（H2O））

－ 5.6 ～ 6.8 4.5 ～ 5.5
6.9 ～ 8.0

4.5 ＞
8.0 ＜

評価基準　１（良）：植栽基盤として望ましい。
　　　　　２（可）：他の要素と複合された場合などに、樹種によっては影響を受けることがある。
　　　　　３（不良）：明らかに樹木の生育等に悪影響を及ぼす。

※）「植栽基盤整備マニュアル、国土交通省監修、（財）日本緑化センター発行、2009」を参考に作成
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⑤植栽基盤の整備工法
　造成地盤における植栽基盤としての問題が土壌調査により確認された場合には、改善するための整
備を行う必要がある。沖縄の土壌は、粘性土であることが多いため、土壌物理性の改良、特に排水性
の改良が重要となる。土壌物理性の改良は土の粒子間の空隙を適度に増加させることであり、耕耘に
より改善を図り、その後の空隙を保つための土壌改良材を混合することが効果的である。沖縄の主な
土壌における改良の要点は表 - Ⅱ .6 のとおりである。
　標準的な数値目標と整備工法は表 - Ⅱ .7、Ⅱ .8 に示すとおりであり、より樹木の成長を促進した
りする必要がある場合には、目標とする数値を高めに設定する。

表 - Ⅱ .6　沖縄の主な土壌における改良の要点

表 - Ⅱ .7　植栽基盤の標準的な数値目標と整備工法　

整備対象 改善目標 整備工法

排水性 良好な排水状況 ・排水層工
・通気工

透水性（現場透水試験） 100 ＜ ・土層改良工
・土壌改良工
・盛土工
・客土置換法硬度（S値） 1.5 ～ 4.0

保水性 良好に水分を保つ状態

・土壌改良工
・盛土工
・客土置換法

養分 阻害要因がない状態

有害物質（EC） 0.5（砂土）
1.0（その他土壌）

酸度（pH（H2O）） 5.6 ～ 6.8

※）「植栽基盤整備マニュアル、国土交通省監修、（財）日本緑化センター発行、2009」を参考に作成

国頭マージ 島尻マージ ジャーガル

改良目標

土壌が固結しやすく排水不良を起
こしやすい。また酸性で養分が乏
しいことから、締まりやすい土壌
を軟らかくして、水はけと保水性
を高めるとともに、補助的に養分
不足を改善する。

層位（50cm以下）が薄い場所が
多く、また透水性が良過ぎる場合
に土層不足による乾燥害を起こし
やすいことから、十分な有効土層
を確保するとともに、保水性を高
める。

粘土組成のため排水性不良を起こ
しやすい。また、養分はカルシウ
ム、マグネシウムに富むが窒素分
が乏しいことから、水はけと保水
性を高めるとともに、窒素不足を
改善する。

改良項目

・土壌の膨軟化
・排水性の向上
・保水性の向上
・養分不足の改善

・有効土層厚の確保
・保水性の向上

・固結土壌の破砕
・排水性の向上
・保水性の向上
・養分（窒素）の改善

改良方法 ・バックホウによる耕耘
・土壌改良材の混合

・バックホウによる耕耘
・土壌改良材の混合

・バックホウによる耕耘
・土壌改良材の混合

改良資材

・ジャーガル
・石灰岩砕石
・海砂（洗浄済）
・無機質系改良材
（真珠岩パーライト、バーミキュ
ライト）
・有機質系改良材
（木質系コンポスト等）

・ジャーガル
・海砂（洗浄済細粒品）
・無機質系改良材
（真珠岩パーライト、バーミキュ
ライト）
・有機質系改良材
（木質系コンポスト）

・石灰岩砕石
・海砂（洗浄済）
・無機質系改良材
（真珠岩パーライト、バーミキュ
ライト）
・有機質系改良材
（木質系コンポスト等）
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表 - Ⅱ .8　植栽基盤の整備工法

種　別 細　別 内　容

排水・
排水性

有効土層の範囲
（厚さ・面積）

表
面
排
水

下
層
排
水

透
水
性
硬
度
酸
度
有
害
物
養
分
保
水
性

排水層工

①開渠排水 植栽基盤の周辺に溝を設置し、地表水の排水を図
ると共に、外部からの地表水の流入を防ぐ方法。 ○ △

②暗渠排水 植栽基盤下部に中空の管などを設置し、これによ
り地中水を排水する方法。 △ ○ △

③縦穴排水
植栽基盤の不透水層がある植栽樹木の周辺部もし
くは植穴下部に縦穴を掘り、その中に管や砂など
を挿入し、透水性及び通気性の改善を図る方法。

○

④心土破砕
有効土層下部の基盤が、岩盤等のように固く固結
して、排水性が極端に悪い場合に、下層の硬い層
を破砕し、排水性を改善する方法。

○

土層改良工

①普通耕

植栽基盤の表層部分をトラクター等で通常 20㎝
程度、耕起することにより、土壌を団塊化して、
通気性、透水性を改良し、有効土層を拡大する方
法。

○ ○ △

②深耕 深い有効土層 ( 通常 40～ 60㎝以上 ) を必要とす
る場合に行う深層耕起の方法。 ○ ○ △

③混層耕
植栽基盤の表層部と下層部の土壌の性質が異なる
場合、混合耕耘により、有効土層を確保し、土層
構造の連続性を持たせる方法。

○ ○ △

④空気注入耕
　起法

固結した土層に高圧の空気を送り込み土壌の膨軟
化を図る方法。 △ ○ ○ △

土壌改良工

①土壌改良 土壌改良材等の混合により理化学性の改良を行う
方法。 ○ ○ △ △ ○

②中和剤施用強酸・強アルカリ性の基盤を中性近くに改良を図る方法。 ○

③施肥

養分不足で貧栄養な基盤に施肥して肥沃な土壌に
改良する方法。
（施肥は、一般には土壌改良に含まれないが、造
園緑化分野では土壌改良として考えることが多
い。）

○

盛土工

①表土保全 良質な採取表土を使用時期まで保全して利用する
方法。 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②発生良質土
　等盛土

良質な発生土または良質な流用土を基盤表面に盛
土する方法。 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③購入土盛土良質な購入土を基盤表面に盛土する方法。 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④高植盛土 排水不良対策として小盛土を行った場所に植栽す
る方法。 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

客土置換法 ①客土置換
植桝内や植栽帯等の狭小な場所の基盤、または他
の工法による整備が困難な場合に、良質土との入
れ替えにより、改善する方法。

△ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通気工 ①空気管設置植穴下層から表層へ空気管（通気管）を設置し、根腐れ等を防止する方法。 △ △

○：直接的な対象課題
△：間接的な対象課題
　　　　※）引用文献：「植栽基盤整備マニュアル」、国土交通省監修、（財）日本緑化センター発行、2009
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1．5　支柱
　支柱は、樹木を植栽する際に樹体を倒伏させないことと、風により大きく揺れて根鉢と植栽基盤に
隙間ができたり発根した細根が切断されたりしないようにし、根の伸長を促進させるために設置する
ものであり、基本的には樹木が活着して根系を十分に伸長させ樹体を支持することができるまでの仮
設物である。
　そのため、支柱の種類と規格は、植栽する樹木の大きさに応じて、最適なものを選定する必要がある。
支柱の主な種類としては、以下のものがある（図 - Ⅱ .7）。
①添木型または一本型
　樹高の小さい中木や高木苗木等の樹木に対して、竹等を幹に添わせたり斜めに支えるように打ち込
み、幹と結束して支持するものである。
②鳥居型
　切丸太を鳥居の形に組み合わせ、幹を結束して支持するものである。形状がシンプルであるため、
植栽地の面積が狭い場所での設置に適している。二脚型、三脚型、四脚型（十文字型、二脚組合せ型）
になるにしたがって支持強度が高くなるため、樹木の大きさと受ける風圧の大きさにあわせて最適な
ものを選定するようにする。
③八ッ掛け型
　樹冠形状が傘状形や球形のような枝張りの大きい樹木等に対して、3～ 4本の長丸太を樹幹や主枝
にさしかけて結束して支持するものである。植栽地面積が広い場所での設置に適している。
④ワイヤー型
　樹高が大きい樹木に対して、樹幹に結束したワイヤーロープを 3～ 5方向に斜めに張って支持す
るものであり、最も支持強度が大きい。植栽地面積が広い場所での設置に適している。
⑤その他
　上記の他に、竹や丸太のかわりに鋼管等の材料を使用した「鋼製型支柱」や、地下部の根鉢を地中
で支える「地下型支柱」などがあるが、上記の支柱に比較して費用がかかるため周辺景観との調和等
の必要性に応じて適用を検討する必要がある。なお、鋼製型支柱では樹木の成長に応じて交換や撤去
に手間がかかることや、地下型支柱では維持管理において劣化等の状況を確認しにくいことなどを十
分に考慮しておく必要がある。

台風の襲来が多い沖縄県においては、街路樹の倒木実態調査において、支柱が設置されているもの
の樹木とともに傾斜してしまう事例が確認されていることから、全国的な設置基準よりも大きい規格
の支柱を設置することで、台風による被害を軽減させることが望まれる（表 - Ⅱ .9）。また、台風時
の大量の雨水により排水が間に合わずに植栽基盤内の土壌が軟弱化した場合のことを想定して、支柱
の根入れは基準値以上に深くまで入れることも重要である。
さらに、支柱の選定においては、以下のことに留意する。
　・公園利用者や道路通行者の支障とならないよう、植栽場所に適した構造を選定する。
　・樹幹や根鉢の固定が目的であるため、樹木規格にあった適切な構造で美観に考慮したものを選定
　　する。
　・樹木を植栽後３～５年以上にわたって支持するものであるため、耐久性のある構造と材質である
　　ものを選定する。ただし、杉皮やシュロ縄等の結束材は劣化するため、あらかじめ交換時期の目
　　安を示しておく必要がある。
　・樹木とともに景観を構成する要素となるため、修景上の配慮も必要であり、同系統の材質や色調
　　となるよう統一感のある材料を選定することが望ましい。また、指定材料以上に太い丸太等は、
　　支持強度が過度となるだけで、景観上も好ましくない。
　・添木は、本来曲がった幹を直にするために設置するものであるが、強風による幹折れを防止する
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　　ことにも効果がある。そのため、植栽樹種の特性等に応じて設置の必要性を検討する。

　　　　　　　（添木型・一本型）　　　　　　　　　　　　　　　　（鳥居型・添木無、有り）

　　　　　　　（八掛け型）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ワイヤー型）
図 - Ⅱ .7　主な支柱の種類

表 - Ⅱ .9　沖縄における支柱設置規格の目安

支柱形式
高木【樹高（ｍ）】

備　考
0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 以上

添木型又は一本型
幼木に適用する

幹周　～ 12cm

二脚鳥居型
強風を受けやすい
場所では、添木を
設置する。
樹木の大きさ等に
応じて支柱サイズ
を変える。

幹周12～ 20cm

三脚鳥居型 幹周20～ 40cm

四脚鳥居型
（十字鳥居型支柱） 幹周30～ 120cm

四脚鳥居型
（二脚鳥居組合せ型）

樹木の大きさ等に
応じて支柱サイズ
を変える。幹周40～ 120cm

八ツ掛け三本支柱
（三脚八ッ掛型）

唐竹材 丸太材

幹周 9～ 20cm 幹周 20～ 90cm

四脚八ッ掛型
（八ツ掛け四本型）

通行の障害になる
場所での使用は、
なるべく避ける。幹周60～ 150cm

ワイヤー型 幹周30cm以上
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2．施工
　施工にあたっては、施工時期、工程管理、品質管理、安全管理等に十分に留意して、植栽後の樹木
が早期に活着して良好に生育できるよう的確に実施することが、樹木が台風被害を受けにくくするた
めに重要である。
施工において台風被害を抑制するために留意すべき内容は、以下のとおりである。

2．1　植栽時期
　施工計画においては、樹木の植栽時期を樹種に適した時期（適期）に行うように設定する（表 - Ⅱ
.10）。植栽に適しているのは、樹木が休眠期間に入り蒸散・光合成・呼吸などの活動をほとんどして
いない状態で、環境条件に対する抵抗性を最も高くする期間である。温帯性の樹種では冬季の低温期
が、熱帯・亜熱帯性の樹種では夏季の高温期が休眠期間となる。また、冬の低温と季節風、夏の乾燥、
台風による強雨の時期は避けるようにする。

表 - Ⅱ .10　沖縄県における植栽適期の例

分類 樹種例
植栽適期

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

温帯性
針葉樹

カイヅカイブキ

イヌマキ

温帯性
常緑広葉樹

イスノキ

ホルトノキ

温帯性
落葉広葉樹

ナンキンハゼ

センダン

熱帯・亜熱帯性
針葉樹

コバノナンヨウスギ

リュウキュウマツ

熱帯・亜熱帯性
落葉広葉樹

カンヒザクラ

ホウオウボク

トックリキワタ

コバテイシ

熱帯・亜熱帯性
常緑広葉樹

インドゴムノキ

アカギ

フクギ

ガジュマル

ヤシ類
ココヤシ

ワシントンヤシ

※）引用文献：「沖縄都市緑化技術指針」、沖縄総合事務局監修、（社）沖縄建設弘済会、1996
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２．２　樹木材料の品質
　使用する樹木材料は、設計で決められた「樹木形状で活力が良好なものであること」に加えて、「根
系伸長が良好なものであること」を確認する。また、樹木サイズが大きいものは、根鉢が適正に形成
されているのかを、根系切断後の発根と伸長状態により確認し、植栽後に樹体を支持することができ
る根系を形成できるものを確実に選定する。根系が未発達のものや根系切断による回復が不良の樹木
は、植栽後の根系伸長が不良となり、台風による被害を受けやすくなる。
そのため、樹木材料を確認するにあっては、樹木に関する知識と経験を十分に有する者が行う必要
がある。

２．３　施工時の留意点
　施工時においては、以下の点について留意する。
①植栽基盤整備工
　植栽基盤は、樹体を支持する根系が伸長する空間であり、台風倒木を抑制するには重要な整備項目
である。植栽基盤整備においては、着工前に設計条件の確認を行うことも兼ねて土壌調査を行うこと
が望ましい（写真 - Ⅱ .9）。造成時には、大型建設機械等の使用によって植栽地の土壌条件が変わっ
ていることもあり、土壌調査を行うことで植栽基盤の整備計画を適正なものに修正することが可能と
なる。少なくとも、土壌の透水性、硬度の物理性については簡易にできることから測定しておく必要
がある。

写真 - Ⅱ .9　現場における土壌物理性の測定（左：透水測定、右：硬度測定）

　土壌改良材の使用にあたっては、有機質系・無機
質系の素材において多種多様な種類のものがあるた
め、土壌の改良目的に適した信頼できる品質である
ものを選定する。
　施工時は、粘性土の場合においては可塑性が強く
水分を含む状態で練り返すと乾燥時に著しく固結し
てしまうことが多いため、土壌の含水状態を確認し
ながら作業を行わなければならない（写真 - Ⅱ .10）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真 - Ⅱ .10　土壌改良材の混入
②植栽工
　樹木は、植栽地に搬入すると同時に速やかに植え付け、樹木活力の低下を起こさないように配慮す
る。植え付けでは、植穴に根鉢が適正な高さになるように入れ込んで土壌を埋め戻し、水極めや土極
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め等の植栽樹種に適した方法で確実に固定する。植栽樹木
の太根等に切断痕や搬送時等の傷害がある場合には、鋭利
な刃物で切り直して殺菌剤を塗布し、腐朽菌侵入を防ぐよ
うにする（写真 - Ⅱ .11）。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　
③支柱設置工　
　支柱は、設計で決められた種類、規格のものを設置する
が、実際の施工現場においては植栽樹木の大きさが設計値
以上となる場合も生じるため、その際には適宜変更する必
要がある。また、植栽地の風圧等の環境条件が設計条件と　 写真 - Ⅱ .11　切断痕への殺菌剤塗布　
異なっている場合もあることに留意する。
　施工にあたっては、根鉢を傷つけることのないように支柱材を打ち込み、また、樹幹固定部の結束
は緩衝材料で確実に保護する。これにより、倒木の要因となる樹木の根系腐朽、樹幹腐朽をできるか
ぎり防止する。ワイヤー型支柱は、支持強度が大きいことから強固に設置すると強風時に幹折れを生
じる恐れがあるため、ワイヤーロープを適度な引っ張り強度で保ち、樹体が多少揺れる程度に設置す
る（写真 - Ⅱ .12）。

写真 - Ⅱ .12　ワイヤー型支柱の設置例
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１．台風襲来時の対応（樹木管理体制）
　台風の襲来が気象予報等で明らかとなった場合には、樹木管理体制を早急に構築した上で、襲来前
における樹木健全度の現況把握と被害防止対策を実施する。襲来時には、被害状況確認のパトロール
等を実施するとともに、被害発生時に応急処置を行うことが可能となるよう作業員を待機させ、発生
時には早急な対応をとる。通過後は、本格的な被害木の処置を行うとともに、被害発生要因を究明し
て再被害防止のため要因解消を行う（図 - Ⅲ .1）。

図 - Ⅲ .1　台風襲来時の対応

～台風襲来時の緊急対策と被害樹木の処置方法を理解する～

　台風の襲来前には、①都市緑化樹木の管理体制を早急に構築し、②樹木健全度を確認し
た上で、③被害を受けやすい状態の樹木に対する防止対策を実施する。襲来時には、台風
により被害が生じた樹木について、④被害状況に応じた応急処置を早急に実施する。台風
の通過後には、⑤被害木の本格的な対策を施すとともに、⑥その被害要因を解消する。
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２．樹木健全度調査と被害防止対策の実施
２．１　樹木健全度調査
　樹木健全度は、樹木の活力度と倒木等に対する危険度を把握したものであり、原則としては維持管
理において定期的に調査しておくものである。そのため、樹木健全度調査が実施されていれば、その
際にまとめられた樹木カルテを確認することで樹木の健全状況が確認できる。ただし、過去の調査か
ら年数が経過していたり、調査が行われていない場合には、現地パトロール等により現況の問題点を
確認する必要がある。台風前の樹木健全度の調査項目とそのポイント、想定される被害については表
- Ⅲ .1、写真 - Ⅲ .1 のとおりである。

表 - Ⅲ .1　台風襲来前における樹木健全度の調査項目

写真 - Ⅲ .1　樹木危険度の状態と想定される樹木被害
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2．2　被害防止対策の実施
　樹木健全度において台風被害を受けやすい状況が確認された場合には、樹木被害により障害を受け
る対象の有無と想定される被害の規模に応じた優先度を考慮した上で、被害防止対策を実施する（表
- Ⅲ .2、写真 - Ⅲ .2）。なお、ここでは主に高木を対象とした対策をあげているが、植栽直後の幼木や
低木等における緊急対策としては、防風ネットによる保護対策も効果的である。

表 - Ⅲ .2　台風被害防止のための主な緊急対策

　　　（剪定）　　　　　　　（伐採）　　　　　　（支柱の整備）　　　 （防風ネットの設置） 　　（枝のしおり）

写真 - Ⅲ .2　台風襲来時の緊急対策
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３．被害発生木の応急処置
　台風襲来時は、台風による樹木被害の情報を入手できる体制づくりを行うとともに可能な範囲で現
場パトロールを実施し、樹木被害の状況を出来るだけ早く把握する。樹木被害が確認された場合には、
人的災害や交通の支障、周辺施設の被害等があるものに対して応急的に支障を取り除く作業を行う。
特に、ライフラインとなる道路において被害木が交通障害を起こしている場合には、交通の迂回措置
がとれる場合には案内看板等により交通誘導しながら、①傾木では立て起こして仮支柱で固定、②根
返りや幹折れでは伐採・撤去、③枝折れでは剪定等の応急処置を実施する（写真 - Ⅲ .3）。
　台風襲来時の作業においては、作業員が新たな倒木等の下敷きや伐採木の跳ね返り等の二次災害に
巻き込まれる事故が発生していることから、十分な安全対策のもとで実施しなければならない。
応急処置後の本格的な対策は、台風通過後の二次災害の危険が回避されてから実施する。

（倒木）　　　　　　　　　　　　　　　　　（伐採・撤去）

写真 - Ⅲ .3　道路を塞ぐ倒木の応急処置

 応急処置を実施した被害樹木については、被害の発生状況とあわせて応急処置の方法等の状況につ
いて、報告書にとりまとめる（表 - Ⅲ .3）。

表 - Ⅲ .3　台風被害木の応急処置（災害復旧）報告書（例）
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４．被害木の本格的対策と被害発生要因の解消
　台風による被害木は、台風の通過後に本格的な対策を適正に実施することにより、植栽当初の緑化
目標を達成させるための速やかな樹勢回復と今後の成長促進を図る。そのためには、台風被害に繋が
った要因を被害木の観察等により明らかにして、その問題点を解消させるための根本的な対策の実施
が重要となる（表 - Ⅲ .4）。
　被害木の本格的な対策は、主に以下のとおりである。

表 - Ⅲ .4　台風被害木の被害発生要因を考慮した対策工

４．１　伐採・撤去
　樹木の被害状況が、地上部において主幹が折れているもの、捻れにより大きな亀裂が生じているも
の、樹幹内部に大きな腐朽が進行しているもの、また地下部においては根系が切断や腐朽によって全
根系の 1/3 以上を失っているもの、さらに樹木活力が著しく不良なものは、回復の可能性を検討し
た上で、回復の見込みがないと判断された場合には、伐採して撤去する（写真 - Ⅲ .4）。

写真 - Ⅲ .4　倒木・幹折れ樹木の伐採撤去
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４．２　立て起こし・支柱の再整備
　樹木の被害要因が、根系の伸長不良であることや根系量の 1/3 程度の腐朽あるいは切断によって
根返りを起こした樹木、植栽直後の活着前で支柱不良によって倒木あるいは傾木となった樹木におい
ては、樹木を立て起こしにより復旧する（写真 - Ⅲ .5）。
　なお、倒木等の発生後、数日間放置すると枝葉からの蒸散や根の乾燥により樹木が衰弱するため、
早期に剪定作業も実施する。剪定にあたっては、根系の損傷が少なく、枝葉の損傷も小さい被害木に
ついては、整枝程度の軽い剪定とする。逆に、根系の損傷が大きい場合や枝葉の損傷が大きい場合は
強めの剪定を行うようにする。ただし、強剪定の実施においては、樹木の萌芽力などの特性も考慮し
た上で判断する。
　立て起こしによる復旧が可能な樹木においては、倒木や傾木の要因として植栽基盤の整備不良、根
系腐朽、支柱の整備不良等のいずれかが関係していることから、樹木を立て起こす前にはこれらの要
因を解消することが必要となる。
　・植栽基盤の整備不良
　　樹木の根系が十分に伸長できていない場合には、有効土層、排水層、養分等が植栽樹木に対して
　適正でないことが考えられる。そのため、土壌調査を実施することにより改良すべき問題を把握し
　た上で、的確な植栽基盤の整備を実施する（「第Ⅱ章１．４　植栽基盤の整備」を参照）。
　・根系腐朽
　　根系伸長不良の原因として樹木の根系腐朽が目視により観察できる場合には、腐朽の程度を確認
　した上で回復が見込まれる腐朽量であれば、腐朽根系を除去して切断部に殺菌剤を塗布する（写真
　- Ⅲ .6）。
　・支柱の整備不良
　　支柱が樹木の大きさに適していない場合や、支柱材の腐朽、結束材の欠損が認められる場合には、
　これらを新規なものに交換して支柱を再設置する（写真 - Ⅲ .7、Ⅲ .8）。

写真 - Ⅲ .5　倒木・傾木の立て起こし

　写真 - Ⅲ .6　根系腐朽部の処置　　　　　　　　　写真 - Ⅲ .7　支柱の結束直し
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写真 - Ⅲ .8　樹木の大きさに適した規格の支柱を再設置

４．３　残存した樹幹の保全
　双幹等の複数の幹からなる樹木において、被害が一部で残存する幹がある被害樹木の場合は、残存
した幹の回復が可能な場合に、その保全を図る（写真 - Ⅲ .9）。
　また、折れたり裂けたりした幹では、その原因として大きな腐朽・空洞部があることが多いため、
残っている幹の腐朽状況等を確認した上で、腐朽部・傷害部をきれいに切除して、殺菌剤を塗布する（写
真 - Ⅲ .10）。また、枝葉が繁茂していて腐朽部に強い曲げ強度がかかる場合には、枝葉の密度を小さ
くするような剪定を行うとともに、樹木の大きさに適した支柱を設置する。

写真 - Ⅲ .9　幹折れ樹木の残存した幹の保全

写真 - Ⅲ .10　腐朽部の処置（左：腐朽部切除、右：殺菌剤塗布）

樹木が大きく成長
したことにより、
二脚鳥居支柱では
支持できなかっ
た。

樹冠が大きくなっ
たことによって、
台風時の強風に
よって倒伏した。

剪定により樹冠を
小さくするととも
に、一回り規格の
大きい八つ掛け支
柱を設置した。

剪定により樹冠を
小さくするととも
に、一回り規格の
大きい八つ掛け支
柱を設置した。

（コバテイシ）

（ガジュマル）
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４．４　剪定
　枝折れによる被害木においては、折れて落下した枝を除去するとともに、ぶら下がった枝を剪定す
る（写真 - Ⅲ .11）。折損した部分は裂けるように折れているため、きれいに切り直して切り口に殺菌
剤を塗布する。同時に、樹冠形状全体のバランスが整うように他の枝葉も整枝剪定を行うことで、美
観にも配慮する。
　また、早期の回復を図るために、同時に施肥や土壌改良等を行うことが望ましい。

写真 - Ⅲ .11　枝折れ樹木の剪定

４．５　その他の対策
①塩害防止のための樹木洗浄
　降雨を伴わない台風の場合は、樹木に付着した潮水により塩害を起こす（写真 - Ⅲ .12）。耐塩性は
樹種の有する特性により異なるが、耐塩性の弱い樹種では被害が台風通過後数ヵ月に及ぶこともあり、
樹木の活力を低下させる。そのため、台風通過後は速やかに散水等により、葉面の塩分を洗い流して
塩害を防ぐことが望ましく、耐塩性の弱い樹種ほど早期の対応が必要となる。

　　　　　　　　　　　　　　（アカギ）　　　　　　　　　　　　　　　（タマリンド）

写真 - Ⅲ .12　台風時の潮風による塩害
②根株の活用
　倒木等の被害により回復が見込めずに伐採された樹木については、公園等で早期に回復する必要性
が低い場所において、オオハマボウ、ヨウテイボク、アメリカデイゴ等の萌芽力の強い樹種を対象に、
根株からの再生を行うことが可能である。オオハマボウは自然状態では、枝の分岐が多くて横に広が
る性質を有し、一本立ちにはなりにくい。また、アメリカデイゴ、ヨウテイボクは、根系伸長に比較

対策工 被害状況 対策状況

剪　定
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して樹冠が大きくなりやすいことや、幹や根の損傷部分から腐朽しやすい性質を持つことから台風被
害を受けやすいため、根株からの再生で樹冠を低く抑えると同時に特性にあった樹形づくりができる
（写真 - Ⅲ .13）。

　　　（オオハマボウ・伐採 1年後）　　　　（ヨウテイボク・伐採数年後）　（アメリカデイゴ・伐採 6ヶ月後）
写真 - Ⅲ .13　伐採後の根株を利用した萌芽再生

③伐採木や剪定枝葉等のリサイクル
　台風被害により伐採された樹木や剪定枝葉は、木材利用やチップ化、堆肥化等によるリサイクルを
行うことが望ましい（写真 - Ⅲ .14）。

　（伐採木や剪定枝葉のチップ化）　　　　　（チップの堆肥化）　　　　　　　　（堆肥のマルチング利用）
写真 - Ⅲ .14　台風被害樹木のリサイクル例

４．６　復旧報告書の作成
　台風被害樹木の復旧作業の完了後は、被害を受けた要因とその復旧対策について、写真とともに説
明を加えた報告書を作成する（表 - Ⅲ .5）。
　復旧報告書は、被害を復旧した樹木の管理履歴として今後の維持管理において活用でき、さらには
的確な台風対策を検討するための基礎資料となるものであり、貴重な資料である。
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表 - Ⅲ .5　被害樹木の復旧報告書

台風名

台風概要

植栽場所

樹木番号

樹種

樹木形状

被害の
発生状況

発生日時 発生日時 発生日時

被害状況 被害状況 被害状況

記録写真

被害の
発生要因

調査日時 調査日時 調査日時

発生要因 発生要因 発生要因

記録写真

樹木の
対策工

実施日時 実施日時 実施日時

対策内容 対策内容 対策内容

記録写真
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１．維持管理の全体像
　都市緑化樹木を台風に強いものとするためには、樹木の生育を良好な状態で保つことにより、地上
部の骨格となる幹や枝を充実させるとともに、地下部での根系伸長を深くかつ広く発達させ土壌の緊
縛力を高めることが重要である。また、活力旺盛な樹木であれば、樹幹や根系の一部に被害要因とな
る傷や腐朽がある場合にも肥大成長における癒合により、早期の傷口等の治癒が期待できる。
　そのためには、樹種毎の生育特性と植栽地環境を十分に理解した上で、日常の定期観察と健全度調
査を行って、樹木の生育状態と危険度を適正に把握すること、さらに発生した問題点に対して的確な
管理作業を実施することが重要となる。
　都市緑化樹木の維持管理は、樹木を緑化目標に達成させるまでの育成段階と目標達成後の維持段階
に分けられ、各段階において適切な管理作業と健全度調査を実施する必要がある（図 - Ⅳ .1）。

図 - Ⅳ .1　都市緑化樹木の維持管理の全体像

～植栽樹木の健全な育成及び維持方法を理解する～

　台風に強い都市緑化樹木を育成するには、常に樹木を健全な状態にしておくことが重要
であり、そのためには①日常点検、②樹木健全度調査、③管理作業を適切に実施する必要
がある。
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２．日常点検
　日常点検は、樹木管理者が樹木の生育状況や支柱等の保護材の状況について、外観からの観察によ
ってその異常の有無を確認するものであり、巡回の際に多くの樹木を対象に短時間で行うものである。
そのため、確認できる点検項目は要点を絞ったものになる（表 - Ⅳ .1）。
　点検により異常が確認された際は、明らかな異常である場合には早急に、また詳細調査が必要とさ
れる場合には樹木健全度調査を行った上でその対応を検討し、管理作業を実施する。

表 - Ⅳ .1　日常点検の主な項目

３．樹木健全度調査
　樹木の健全度調査は、樹勢衰退の原因や生育上の問題が懸念される部位の障害状況を把握するため
の「活力度調査」と、台風時における倒伏及び落枝等の原因となる構造的な欠陥等を特定するための
「危険度調査」からなり、目視や簡易な測定器具（写真 - Ⅳ .1）を用いて実施する。
　「危険度調査」において、樹幹や根系の大きな腐朽が確認され、より詳細な腐朽状態を調査する必
要性が生じた場合には、腐朽診断機の測定や根系調査による詳細調査を行って危険度を適切に評価し
なければならない。

写真 - Ⅳ .1　健全度調査で使用する主な測定器具

なお、樹木健全度調査を実施するにあたっては、あかじめ基本的な事項として樹木の生育環境を把
握しておく必要がある。調査としては、主に「樹木形状寸法」、「気象条件」、「立地環境」の 3つの
項目からなり、必要な項目について現地での確認や計測により実施する（表 - Ⅳ .2）。

点検項目 点検の着眼点

樹木の生育状況

幹 著しい傾き、損傷や亀裂、空洞部・腐朽部、キノコの発生等
枝 枯れ枝・折れ枝、損傷部、空洞部・腐朽部、キノコの発生等
葉 葉色、葉の大きさ、斑点、虫こぶ、枯れている葉等
根株 根系の露出、根系の切断・損傷、キノコの発生等

保護材の状況

支柱

劣化・損傷、大きさの不適合、幹への食い込み等の影響
踏圧防止板
保護柵
気象害対策

周辺環境

被圧植生 雑草・近接樹木からの被圧、周辺樹木の伐採等による環境変化等
近接物（建物等）建物等の施設への接触、損傷等
舗装 舗装や縁石の浮き上がり等
架空線・標識 架空線への接触、標識等の視認阻害等
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表 - Ⅳ .2　生育環境調査票（例）

※）必要により図面にも記録する。
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３．１　樹木活力度調査
　樹木の活力度調査は、①樹勢、②樹形、③枝の伸長量、④新梢の伸長、⑤新梢・枝条の枯損、⑥枝
葉の密度、⑦葉の大きさ、⑧葉色、⑨剪定後の巻き込み、⑩樹皮の状態について、現地で状況を確認
しながら結果を活力度調査票に記入して総合評価を行う（表 - Ⅳ .3）。評価結果は、健全度調査票（表
- Ⅳ .4、Ⅳ .5）に記録する。

表 - Ⅳ .3　活力度調査票
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表 - Ⅳ .4　健全度調査票
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表 - Ⅳ .5　健全度スケッチ票

����



３．２　樹木危険度調査
樹木の危険度調査は、①樹皮枯死・欠損・腐朽部、②開口空洞、③キノコ、④木槌打診（異常音）、
⑤分岐部・付根の異常、⑥鋼棒貫入異常、⑦不自然な樹形傾斜、⑧樹体の揺らぎ、⑨ガードリングル
ーツ（地際で幹に巻き付いている根）、⑩根の露出・腐朽、⑪病害、⑫虫害、⑬植栽基盤の異常、⑭
樹木保護材等の異常の 14項目からなり、各項目の調査内容及び方法は以下に示すとおりである（図
- Ⅳ .2）。　
調査の実施にあたっては、表 - Ⅳ .4､Ⅳ .5 に示した「健全度調査票」、「健全度スケッチ票」を活用し、

調査結果を記入する。
調査の際は、障害の重大性や倒伏及び落枝の原因となる構造的な欠陥等に関しては的確な判断が必
要となるため、十分に経験を有した専門家が実施することが望ましい。また、調査実施の効率性や障
害及び欠陥の見落としがないように、少なくとも 2人以上での実施体制とすることが望ましい。

①樹皮枯死・欠損・腐朽部
　樹木の根元、幹、骨格となる大枝の枯死・欠損・腐朽の有無と、その大きさ等を把握する。
②開口空洞
　樹木の根元、幹、骨格となる大枝の開口空洞の有無と、開口部の大きさについて、空洞が芯に達し
ているものと達していないものとに分けて把握する。
③キノコ
　樹木の根元、幹、骨格となる大枝のキノコの有無と、その種類等を把握する。
④木槌打診（異常音）
　樹木の根元、幹、骨格となる大枝の空洞・腐朽部のありそうな部分を木槌で叩き、内部空洞・腐朽
の有無の可能性を把握する。
⑤分岐部・付根の異常
　樹木の根元、幹、骨格となる大枝の分岐部の腐朽の有無や亀裂の有無、幹の結合状況等を確認し、
その大きさ等を把握する。
⑥鋼棒貫入異常
　樹木の根元や根元付近の土壌に先端の尖った鋼棒を挿入し、その抵抗性や軋み音の有無を確認する
ことで内部空洞・腐朽の有無と、そのおおよその大きさを把握する。
⑦不自然な樹形傾斜
　樹木の根張りや根の腐朽等に伴う不自然な樹形傾斜の有無と、その状況等を把握する。
⑧樹体の揺らぎ
　支柱が設置されていない場合に、樹木の幹を両手で強く押し、根元の揺らぎの有無と、その状況等
を把握する。
⑨ガードリングルーツ（地際で幹に巻き付いている根）
　樹木のガードリングルーツの有無と、その状況を把握する。
⑩根の露出・腐朽
　樹木の地表面への根の露出の有無と、その腐朽状況を把握する。
⑪病害
　樹木の病害の有無と、その種類を把握する。
⑫虫害
　樹木の虫害の有無と、その種類を把握する。
⑬植栽基盤の異常
　植栽基盤の固結や流亡等の異常の有無とその状況を把握する。
⑭樹木保護材等の異常
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　樹木の保護材（支柱、踏圧防止板、保護柵、デッキ）の食い込み・破損等の有無と、その程度を把
握する。

図 - Ⅳ .2　樹木危険度調査のイメージ
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３．３　樹木健全度の評価
樹木健全度の評価は、活力度調査と危険度調査の結果を基に、樹木の生育上の問題点や倒伏及び落
枝に対する危険性を確認し、発生する被害の大きさを予測した上で、問題の程度に応じた管理作業の
方針を決定するものである。
なお、評価にあたっては、樹木健全度調査の結果だけでなく、生育条件や障害対象を含めて総合的
に勘案して検討する必要がある。
　樹幹や根系の腐朽については、腐朽状態によって倒木等の危険性が異なるため、腐朽が大きいと判
断された場合には、さらに詳細な調査により腐朽状態を明確に把握する必要がある。

①空洞、腐朽、キノコ等による危険性
　開口空洞や外部に晒されている腐朽は、外観から直接見つけることができる欠陥である。また、腐
朽が外部に達していなくても傷、幹の隆起、キノコや昆虫（ハチやアリ等）、打音異常の存在は、内
部に腐朽や空洞があることが予測できる重要なサインとなる（図 - Ⅳ .3）。腐朽材は、腐朽菌により
分解されている木材であり、木材強度は失われ、スポンジ状態から空洞化に至り、樹体を支持できる
強度を失う。

図 - Ⅳ .3　空洞、腐朽、キノコ等による危険性

②亀裂、幹や枝の結合、枯れ枝等による危険性
　亀裂は、幹が避ける途中段階であり非常に危険な状態にある。幹や枝の結合は、その結合部に樹皮
が挟まれていて完全な結合とならないことから、過度な外力が加わると裂けることが予測できる。枯
れ枝や折れてぶら下がったままの枝、剪定等によって幹や枝の先端の枝葉密度が片寄っている枝等で
は、落枝の危険性が容易に判断できる（図 - Ⅳ .4）。
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図 - Ⅳ .4　亀裂、幹や枝の結合、枯れ枝等による危険性

③根系異常による危険度評価
　根系の腐朽（鋼棒貫入、キノコも含む）、根系の切断（周辺工事での予測も含む）については、根
系が損傷していることが予測され、倒伏の危険性が高いと判断できる（図 - Ⅳ .5）。

図 - Ⅳ .5　根系腐朽、切断等による危険性

④植栽基盤の異常による危険性
　ガードリングルーツは、ルートカラー（根株）を根で絞めている状態となっており、ルートカラー
がくびれて細くなっている状態と予測され、倒伏の危険性がある。また、植栽基盤の土壌が盛り上が
っていたり、ルートカラーあるいは植桝と土壌に隙間等が確認された場合には、樹木が異常に大きく
揺れていることが予測でき、根返りの危険性が高いと判断できる（図 - Ⅳ .6）。
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図 - Ⅳ .6　植栽基盤の異常による危険性

⑤樹木保護材の異常による危険性
　植栽基盤が植樹帯や植樹桝形式で、根系が縁石を巻き込んでいたり、植栽基盤の大きさに制限があ
ったりする場合には、根系伸長が妨げられていることが考えられるため倒伏の危険性がある。また、
支柱材や結束材が腐朽や欠損していたり、樹幹に食い込んでいる場合には、倒伏や幹折れの危険性が
ある（図 - Ⅳ .7）。

図 - Ⅳ .7　樹木保護材の異常による危険性

具体的な評価としては、活力度調査と危険度調査の結果を表 - Ⅳ .6 に示す評価基準にあてはめ、
詳細調査の必要性を検討するとともに管理作業の対応方針を決定する。なお、管理作業は、樹木の良
好な生育を確保するために通常行う「日常管理」と、倒木等の被害に対処すべき「改善的管理」に分
かれる。
健全度評価において、全ての項目が「健全」と評価された場合には「日常管理」で対応していくこ
ととなり、必要となる作業項目を立案する。
健全度評価の項目が一つでも「不健全で欠陥を有する」と評価された場合には、専門家の意見を踏
まえ詳細調査の必要性を検討し、必要がある場合には、詳細調査を実施することとする。必要がない
場合には、「日常管理」及び「改善的管理」で対応することとなり、「日常管理」と「改善的管理」の
作業項目を的確に立案する。
　健全度評価の項目が一つでも「著しく不健全で危険性を有する」と評価された場合には、樹木の土
壌条件や根の状態、腐朽部の規模を明らかにするため、詳細調査を実施することとなる。
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表 - Ⅳ .6　樹木健全度の評価と対応方針

３．４　詳細調査
　樹木健全度調査により倒伏や枝折れが原因となる腐朽や空洞が「樹皮の異常、空洞、腐朽、隆起、
キノコ、打音、樹体の揺れ、昆虫」等の欠陥から確認あるいは推測され「著しく不健全で危険性を有
する」と判断された場合には、診断機器を使用して腐朽割合を調査する。
　また、根系に「樹皮の異常、根系の切断、露出根の腐朽、キノコ、鋼棒貫入」等の欠陥から腐朽等
が予測された場合には、土壌掘削による根系調査を実施する。

①樹木腐朽診断
　樹木腐朽診断は、ベッコウタケやコフキタケなどの木材腐朽菌の子実体（キノコ）が見られたり、
樹幹が異常に隆起していたり、木槌打診で異常音が聞かれたり、根株に鋼棒の 1/3 以上が貫入する
など、腐朽部の存在が間接的に判断された場合に実施するものであり、腐朽や空洞の状況を専用の診
断機器を用いて定量的に把握するものである。
　腐朽診断機としては、主にγ線透過量測定機（一般的なものは「γ（ガンマ）線樹木腐朽診断機」）、
弾性波速度測定機（一般的なものは「Dr.Woods」、「PICUS ピカス」）、貫入抵抗値測定機（一般的な
ものは「レジストグラフ」）があり、各機器の特性を理解した上で、測定樹木の診断内容や条件に適
した機器を選択して使用する。
　腐朽部断面における面的な測定が可能な「γ線樹木腐朽診断機」と線的な測定である「レジストグ
ラフ」について、機器概要と診断方法を表 - Ⅳ .7 に示す。
　調査の結果は、「腐朽診断票」等に簡潔にとりまとめる（表 - Ⅳ .8）。
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表 - Ⅳ .7　樹木腐朽診断機の特徴
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表 - Ⅳ .8　γ線腐朽診断機による調査票の例

樹木  断面
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②根系腐朽調査
　健全度調査により、根系に重大な欠陥があると推測された場合には、ルートカラー部分（地表面
から 30cm程度の深さ）を掘削して詳細な調査を行う。植樹帯等の狭小な場所を掘削する場合には、
根系に傷を与えないように留意する必要があり、最近では圧縮空気を利用した方法が多く用いられて
いる（写真 - Ⅳ .2）。

写真 - Ⅳ .2　圧縮空気による土壌掘削

腐朽徴候の存在箇所が、幹の低い部分及び露出した根である場合は、それらは木槌で打診して調査
する。さらに、腐朽が疑わしい場合、主根はドリル、成長錐あるいは貫入抵抗測定機を使用して、健
全材の厚さを測る調査を行う必要がある（写真 - Ⅳ .3）。根系の傷口には調査後に殺菌剤を塗布する。
　調査結果は、それぞれの位置と腐朽状態を調査票に記入して、主根の総数と欠陥及び腐朽を有する
割合を把握する（表 - Ⅳ .9）。

写真 - Ⅳ .3　ドリル等による根系腐朽状況の確認
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表 - Ⅳ .9　根系腐朽調査票の例
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３．５　詳細調査の評価
①開口空洞部および健全材厚、腐朽割合による危険度評価
開口空洞部および腐朽割合、健全材厚による危険度評価の判定指標と判定基準値を表 - Ⅳ .10 に示
す。これらの基準値の使用は、樹木の安全評価を定量的に表しているものの、これは単独で使用され
るべきではなく、他の危険度評価の結果もあわせて総合的に判断することが重要である。例えば、安
全とされる数値の樹木においても、その他の欠陥により破断する可能性があり、逆に、危険値だった
としても樹冠の縮小等によりリスクを小さくすることも可能である。

表 - Ⅳ .10　開口空洞部、腐朽割合、健全材厚による危険度基準値

　＜開口空洞＞
　　開口空洞が中心に達している開口長を測定して、開口長が幹周の 33％以上ある場合は、「非常に
高い危険性があり、すぐに倒伏、枝折れに繋がる恐れがある」と判断する。
　＜腐朽・空洞割合＞
　　開口空洞が中心に達している開口長が幹周の 33％未満の場合には、γ線樹木腐朽診断機を使用
して腐朽・空洞割合を測定する。腐朽割合（樹幹断面積に対する腐朽面積）が 50％以上の場合は、「非
常に高い危険性があり、すぐに倒伏、枝折れに繋がる恐れがある」と判断する。また、γ線樹木腐
朽診断機を使用できない場合には、貫入抵抗測定機により複数箇所の健全材の厚さを測定して断面
図を作成し、内部の腐朽・空洞割合を推定する。
測定にあたっては、腐朽割合が最も大きいと予測される断面位置を特定する必要があり、樹木特
性や腐朽メカニズムの知識を有し、経験が豊富である技術者が決定することが、非常に重要である。
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　＜健全材の厚さ＞
　　腐朽・空洞割合を推定できない場合には、貫入抵抗測定機により健全材の厚さを測定する。健全
　材の厚さと幹の半径の比率が、0.3 未満（腐朽・空洞が幹の中心を超えて広がっている場合のみに
　適用）の場合には、「非常に高い危険性があり、すぐに倒伏、枝折れに繋がる恐れがある」と判断する。
　健全材の厚さを測定する際には、複数箇所測定して確認する必要がある。

②根系腐朽割合による危険度評価
　根系の腐朽が認められる場合には、倒伏等の危　表 - Ⅳ .11　根系腐朽割合による危険度評価基準
険が常に存在する。主要根の 33％以上が腐朽等
で不完全な場合には、危険性が高いと判断する（表
- Ⅳ .11）。
　腐朽を評価する際には、根の断面が楕円形や
卵型であることを考慮する（図 - Ⅳ .8）。さらに、
腐朽した根がある場合には、ドリルが根を貫通し
て土壌に入る前に何もない空間を通り抜けること
も考慮する。さらに、以下の症状を考慮して、総
合的に危険性を評価する。
　・傾斜している樹木
　・根系の生育空間が限定されている樹木
　・厳しい暴風が頻繁に生じる場所に植栽されて
　　いる樹木
　・樹冠が大きく密集している等、アンバランス
　　な樹木
　・主要根に関連して
　　いる土壌に亀裂の
　　ある樹木

　　　　　　　　　　図 - Ⅳ .8　根系断面の特徴

以上の結果から、樹木腐朽診断と根系腐朽調査の結果を表 - Ⅳ .12 に示す評価基準にあてはめ、管
理作業の対応方針を決定する。ここでは、樹木の良好な生育を確保するために通常行う「日常管理」と、
倒木等の被害に対処すべき「改善的管理」、さらに、倒木性の危険性が非常に高く改善的管理では対
応できない場合に行う「伐採」に分かれる。

表 - Ⅳ .12　詳細調査の評価と対応方針
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４．管理作業
　管理作業は、すべての樹木に対して健全な生育を促進させ、根系の支持力を高めるとともに、幹や
根が腐朽菌に感染することを防止し、また剪定により樹種の特性に応じた樹姿を形成することによっ
て台風被害を受けにくくするための「日常管理」と、樹木健全度調査の結果により把握した倒伏等に
対する危険性を排除するために実施する「改善的管理」、「伐採」がある。
　【日常管理】
　樹木の良好な生育を確保するために定期的に行うもので、除草、整枝剪定、施肥等の作業がある。
　【改善的管理】
　倒木等の危険性が認められた場合にその危険性を排除するために行う作業であり、風圧を軽減す
　るための剪定、保護材の補修・再設置、植栽基盤の再整備、樹勢回復等がある。
　【伐採】
　倒木等の危険性が非常に高く改善的管理においても対応できない場合に、危険性を排除するため
　にやむを得ずに行う伐採作業である。

４．１　日常管理
①除草
　除草は、植栽地に繁茂した雑草を、人力による伐根除草や草刈機による刈り払いにより取り除く作
業である（写真 - Ⅳ .4）。
植栽地における雑草の繁茂は、美観を損なうだけでなく、植栽桝等の大きさに規制のある植栽地で
生育する樹木にとっては土壌水分や養分を奪取されることで生育が抑制されることに繋がる。また、
繁茂した雑草をそのまま放置しておくことは病虫害の発生につながり、雑草に接している樹木に被害
が及ぶ可能性が高い。
そのため、植栽地の雑草は、その植栽目的や植栽環境、人為的利用等の状況を踏まえた上で、草の
種類に対応した時期、方法、頻度に応じて適切に実施することが重要である。

　　　　　　　（人力による伐根除草）　　　　　　　　　　　　　　　　（草刈機による除草）
写真 - Ⅳ .4　除草作業

また、除草作業の省力化を図るために、樹木の根元周辺を木質チップ、防草シート等によりマルチ
ングしておくことが効果的である（写真 - Ⅳ .5）。マルチング材料は、敷設後から数年経過すると分
解や劣化等により防草効果を失うことから、日常点検により日頃から状態を確認しておく必要がある。
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写真 - Ⅳ .5　根元への木質チップのマルチング（インドゴムノキ）

なお、主な除草方法として行われる草刈機による作業においては、草刈機の回転刃が樹幹や支柱等
を損傷させ、その傷口から腐朽に進行して台風時に倒伏や幹折れする事例が多く認められていること
から、樹木周辺の草刈り作業は慎重に行う必要がある（写真 - Ⅳ .6）。

（左：ヤエヤマヤシの倒木、中：根系側断面、右：幹側断面）

（左：ヤエヤマヤシ、中：リュウキュウマツ、右：支柱の丸太材）

写真 - Ⅳ .6　草刈機による損傷と倒木

②整枝剪定
　整枝剪定は、樹種の特性を活かした樹形を適切に維持することで、美しい樹姿や、充実した開花や
結実をもたらす。また、繁茂した枝等の除去によって通風や採光を確保するとともに、病害虫の発生
も防ぐことが可能となり、樹木の良好な成長を促進することに繋がる（写真 - Ⅳ .7）。
　整枝剪定では、修景的な目的から樹種特有の自然樹形ではなく人工的な樹形として仕立てることが
可能となる樹種もあるが、台風時の強風等により倒伏や幹折れを起こす危険性が高くなるため、でき
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る限り無理のない樹形に仕立てることが望ましく、自然植生の状況に反した人工樹形とする場合には
支柱等の保護材の使用が必要となることを踏まえておかなければならない（図 - Ⅳ .9）。

写真 - Ⅳ .7　整枝剪定による樹形維持（デイゴ）

図 - Ⅳ .9　人工樹形に仕立てた場合の留意点
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　整枝剪定の方法は、目標樹形までの形成途中である育成段階では、樹姿の形成を促すために不要と
なる枝と周辺にある構造物や視距において支障となる枝を切除することからなる。また、目標樹形に
達成した以降の維持段階では、樹形の成長を抑制するために枝を切詰めたり、間引いたりする方法か
らなる（図 - Ⅳ .10、Ⅳ .11）。目標樹形となった樹木では、枝の伸長が早かったり徒長したりして樹
形が乱れやすい樹種もあり、このような樹種においては台風被害を受けやすくなるため、多くの枝を
短くするように切除する強剪定を行う必要が生じる。

【育成段階の剪定】

【維持段階の剪定方法】

図 - Ⅳ .10　整枝剪定の方法

＜徒長枝＞ 本年生枝、前年生枝のなか
で、普通の枝より異常に長
く伸びる枝（組織が軟弱な
ものが多い）

＜からみ枝＞ 他の枝にからみついたよう
に伸長している枝

＜立　枝＞ 幹に平行して上に伸長して
いる枝

＜ひこばえ＞ 根株や地表面に近くにある
根から発生した枝

＜枯　枝＞ 枯死した枝（病害虫の被害
も含む）

＜ふところ枝＞ 樹幹の内側に発生した小枝

＜平行枝＞ 同じ方向に伸長した枝

＜さかさ枝＞ 下方向、内側に向かって伸
長している枝

＜胴ぶき枝＞ 主幹から発生した小枝
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図 - Ⅳ .11　整枝剪定の作業例

また、整枝剪定にあたっては、樹齢や活力を考慮して剪定後の成長を見込めることを確認しておく
とともに、対象樹種における傷に関連する病気や枯れ下がり、腐朽に対する抵抗力（カルスの成長量
も考慮）についても考慮しておくことが重要である。
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さらに、樹木の枝と幹は構造が分かれていることから、その境界部分で切断（残る部分に傷をつけ
ない）しないと腐朽菌に侵されやすい。枝の途中で剪定を行うと、そこから腐朽が侵入して枝枯れに
繋がることが多いため、剪定位置に注意するとともに、剪定により樹皮が剥がれないような配慮が必
要である（写真 - Ⅳ .8、図 - Ⅳ .12）。
　特に、主幹頂部を切断する剪定（トッピング）は、剪定後の腐朽菌侵入の可能性が高く、その部分
から成長した幹が破断する恐れがあることから慎重に行う必要がある（図 - Ⅳ .13）。

写真 - Ⅳ .8　剪定痕からの腐朽とカルス形成による巻き込み（デイゴ）

図 - Ⅳ .12　腐朽に配慮した剪定方法
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図 - Ⅳ .13　主幹切断（トッピング）による頂部腐朽

③施肥
　施肥は、樹木の成長や開花を促進することを目的として、土壌中の養分欠乏を補う作業である（写
真 - Ⅳ .9）。植栽時における植栽基盤の整備が十分に行われている場合には、植栽後の養分は不足し
ていることはないため、植栽後数年間は特に必要ないと考えられる。その後、樹木の成長が停滞して
いると判断された場合に実施することになる。
　施肥には施す位置や深さの違いにより輪肥、車肥、壺肥、表面散布などの方法があるが、いずれに
おいても土壌の掘削を伴う場合には根系を傷つけないように留意する（図 - Ⅳ .14）。

　　　　写真 - Ⅳ .9　　施肥作業　　　　　　　　　　　　図 - Ⅳ .14　　主な施肥方法

　植栽地に施す肥料としては、速効性の化成肥料と緩効性の有機質肥料などがあり、施肥の対象とな
る樹木の生育状況、施肥効果の発現時期等の条件から総合的に勘案して選定する必要がある。選定し
た肥料は、植栽環境等に最適な方法により施用することとなるが、施肥量については植栽地毎に土壌
分析を行って欠乏量を把握することは現実的ではないため、過剰害が生じない程度の量を施用するこ
とが一般的である（表 - Ⅳ .13）。
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表 - Ⅳ .13　標準的な施肥量の目安

④灌水
灌水は、土壌水分を適正に保つことにより、樹木が大きな水分ストレスを受けることなく良好な生
育を保つことができるように、極端に降雨量が少ない期間において土壌の著しい乾燥を防止するため
に行う作業である（写真 - Ⅳ .10）。特に、沖縄では一般的に土層が薄いことや腐植質が少ないことか
ら、保水性に乏しく乾燥しやすいという土壌特性に留意しておく必要がある。
　灌水は、樹木の葉にしおれ等の乾燥害の様態が現れた際に、土壌の乾燥状態や特性、植栽基盤の大
きさ、樹木の大きさ等の状況を現地で把握した上で、朝夕の時間帯に必要十分な量を速やかに散水す
る。

　　　　　　　　（散水栓からの灌水）　　　　　　　　　　　　　　　（給水タンクからの散水）
写真 - Ⅳ .10　灌水作業

⑤病虫害の防除
　病虫害の発生は、病害においては樹木の萎凋、萎縮、変色や部分的異常肥大、葉枯れ、腐敗、病班
等を、虫害においては食害や吸汁による樹木のしおれ、穿孔等を生じさせ、被害が大きくなると樹木
の生育を妨げ、枯死に至ることもある。そのため、日常点検時における早期の発見と防除を行うもの
である（写真 - Ⅳ .11）。
　病虫害の防除には、羅病部の切除や捕殺、薬剤散布による方法がある。
　【羅病部の切除】
　　羅病した枝葉を切除し、焼却処分する。切除に使用した器具は、感染を防ぐために消毒処理をする。
　【捕殺】
　　害虫がついた枝等を剪定し飛散しないようにビニール袋等に密封して処分する。毒毛針がある害
　虫を取り扱う場合には、作業者の安全を優先して作業する。

※）引用文献：「沖縄都市緑化技術指針」、沖縄総合事務局監修、（社）沖縄建設弘済会、1996
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　【薬剤散布】
　　薬剤（農薬）を使用して病害や害虫を防除するものである。発生した病害虫に対して効果的な薬
　剤を選定するとともに、決定した散布量、散布方法、散布位置、想定飛散範囲、散布日時等を周知
　した上で実施する。農薬は、農薬取締法の規定に基づく「農薬を使用する者が遵守すべき基準を定
　める省令」、農林水産省通知「住宅地等における農薬使用について」等の関連法令等に基づき適正
　に使用するものとし、人畜の安全及び樹木等への薬害防止に十分留意する（表 - Ⅳ .14）。

　　　　　　　（薬剤散布）　　　　　　　　　　　（補虫ネットの取り付け・タイワンカブトムシ対策）

写真 - Ⅳ .11　病虫害の防除作業

表 - Ⅳ .14　薬剤（農薬）使用時の留意点
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対象 留意点

作業実施者

【準備】
①使用する農薬の成分、効き目などの説明書を必ず読むこと。薬品の表示は安全性のために変わる
　ことがあり、最新の情報を得る必要がある。農薬の対象植物、病虫害名、希釈濃度、使用量、使
　用時期、使用回数などを確認する。
②毒性の強いものがあり、作業をする人間の保護用のマスク、ゴム手袋を着け、必要な場合は眼鏡、
　防水用の衣類を着用する。ペットヘの影響や河川、池へ流れ込むのを防止すること。
③防除器具の使い方や整備をして、破損がないことを確かめておく。
④作業者の健康管理を十分にしておく。
【作業時】
①希釈の際には手順を考え、規定の濃度、使用法を守ること。
②散布作業は疲労の少ない涼しい朝夕を選び、長時間連続作業は行わないこと。
③風の弱い時間に風上に位置して、薬剤が直接体にかからないように行う。
④作業中の喫煙や飲食は避ける。
【作業後】
①ビンなどの容器に入った農薬は、しっかりと栓をして安全な保管場所に収納する。
②散布用の器具に入れた農薬は使いきってしまう。器具を洗う洗浄液はバケツ等に汲んで行い、水
　路に流さない。周囲に影響のない土の場所を選び、分散して浸透させる。
③農薬の容器は必ずかたづける。
④作業者は体を洗い、飲酒を控えて健康状態に注意する。衣類はよく洗濯する。
⑤異常があった場合は医師の診断を受ける。

対象樹木

①適正な希釈濃度、散布量、適期に行う。
②品種により薬害が出やすいものがあり、薬剤の種類選びに注意する。
③生育の時期、生育方法で薬害が出ることがあり、注意する。
④高温や乾燥の条件により被害が出ることがあるので、注意する。しおれているような植物には直
　接散布しない。
⑤食用の果樹などでは残留性に注意する。
⑥農薬の混ぜ合わせに注意する。

周辺環境

①通行者や公園などの利用者には十分に注意して、散布場所に触れたり、近づくことを制限し、安
　全を確保する。散布薬剤名、管理者名などを明示しておく。
②周辺の住宅地、農地、河川、池などへ飛び散るのを防ぐ。
③養蚕の行われている場所では、影響の大きな薬剤があるので、散布時期、種類などに注意する。

薬品の管理

①直射日光の当たらない冷涼で乾燥した場所に保管する。
②容器の移し変えをしない。
③できるだけ殺虫剤、殺菌剤、除草剤などの区分をして、混合しないようにする。
④有効期限に注意し、順に使っていく。



⑥ネットによる風対策
　沖縄の海岸部は、台風時の潮風が強いだけでなく冬季の季節風などによって塩害を受け易く、植栽
後の樹木にとっては活着が厳しい環境条件である。こうした厳しい環境下では、植栽時の根切りや地
上部の剪定が少なく葉からの蒸散量を少なくできる幼木植栽が有効であるが、樹木が活着するまでの
１～３年程度は、支柱材の設置と合わせてネットによる保護を行なうことによって、台風被害を軽減
できる（写真 - Ⅳ .12）。
　ネットによる防風効果は、樹木に近いほど高くなるため、樹木の大きさより多少広く余裕を持たせ
た上で、できる限り近い位置に設置することが望ましい。また、ネット自体が外れたり、支柱が倒れ
たりすることで利用者等への危険性が生じることがないように、鋼製パイプ等の強度のある素材を使
い、十分な大きさの基礎に確実に設置するとともに、交換や取り外しが容易なように脱着可能として
おくことが望ましい。

（海岸部の植栽地における樹木の生育不良）

（単木型のネット設置）　　　　　　　　　　　　　（植栽地全体のネット設置）

写真 - Ⅳ .12　ネット設置による樹木保護

４．２　改善的管理
①剪定
　樹木健全度調査において以下の危険性が認められた場合に、剪定により危険性を排除することがで
きる樹木に対して行う作業であり、これにより台風被害の軽減を図るものである。

【腐朽・空洞、樹体の傾き、樹冠の偏り、根系の欠損、植栽基盤の不良等による危険性】
　この危険性における剪定は、台風による強風時において、樹木が受ける風圧の負荷を減少させるこ
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とにより樹体の倒伏を防止することを目的として、樹冠を小さくするための切り返し剪定、切り詰め
剪定や、枝葉の密度を小さくするため枝抜き剪定が行われる（写真 - Ⅳ .13）。
　剪定量は、樹種によって異なるが、萌芽力の強いアカギ、トックリキワタ、ガジュマル、モクマオ
ウ等では、強剪定により主枝の太枝を切除することによって短期間に樹冠を小さくすることも可能で
ある。なお、剪定作業における留意事項は、「日常管理」における整枝剪定と同様である。

写真 - Ⅳ .13　樹冠縮小による危険性の排除（モクマオウ）

【枝葉の偏り、枯れ枝やぶら下がり枝等の危険性】
　枝葉の偏り、枯れ枝やぶら下がり枝等の危険性における剪定は、枝折れに繋がる危険性を有してい
る部位の枝葉を取り除くだけで危険性を排除できるため、対象となる枝を枝抜き剪定により切除する
ことが行われる（写真 - Ⅳ .14）。

写真 - Ⅳ .14　樹冠整正による危険性の排除（モクマオウ）

②保護材の補修・再設置
　樹木健全度調査において、保護材に危険性が認められた場合に、その撤去や補修、再設置を行うこ
とで、台風被害を軽減するものである。

【支柱】
　支柱は、概ね樹木が活着すると考えられる３年から５年で不要になると考えられる。樹木の活着後
に支柱を残した状態にしておくと支柱の食い込み等による樹木の損傷が起こり、樹木の生育を阻害す
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ることに繋がるため撤去する。また、樹木の活着期間内においては、支柱材や結束材の腐朽、欠損に
よって、樹幹が損傷して幹折れの原因となることが多いため、このような状況が確認されたら早急に
補修することが重要である（写真 - Ⅳ .15）。
　樹木は活着したものの、植栽基盤が狭小で根系の支持力が十分でなく倒伏の危険性があると判断さ
れた場合には、さらに大きな適正規格の支柱を再設置する（写真 - Ⅳ .16）。
　また、主幹の傾きがある樹木には、撞木型（頬杖）支柱を設置することで倒伏や幹折れの危険性を
軽減できる（写真 - Ⅳ .17）。

写真 - Ⅳ .15　支柱の補修

　　　　　（植栽１年目・三脚鳥居支柱）　　　　　　　　　　　（植栽後５年以上が経過後・四脚鳥居支柱）

写真 - Ⅳ .16　支柱の再設置（適正規格への変更・コバテイシ）

写真 - Ⅳ .17　撞木型（頬杖）支柱による幹折れ危険性の排除
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③植栽基盤の再整備
　樹木健全度調査において、植栽基盤が狭小なために根系伸長が十分でなく、根返りの危険性が認め
られる場合には、植栽基盤を拡張することで根系伸長を発達させて支持力を高めることが望ましい。
また、植栽基盤は十分な大きさが確保されているものの、排水が不十分なために根系伸長が妨げられ
ている様子が確認できる場合には排水対策を実施する。

【植栽基盤の拡張】
植栽基盤の拡張は、樹木の根系がその特性を活かして十分に伸長できるように、狭小な植桝や縁石
等がある場合には撤去した上で植栽基盤の有効土層を拡張するものである（写真 - Ⅳ .18）。拡張した
植栽基盤の範囲内では、土壌改良を行うことで樹木生育にとって良好な土壌に整備すると、より効果
的である。

　　　　　　（狭小な植栽桝による植栽基盤）　　　　　　　　　　　　　　（拡張後の植栽基盤）

（植栽基盤の拡張作業）

写真 - Ⅳ .18　植栽基盤の拡張

【排水工】
　排水工は、土壌が過湿や排水不良により透水性
が不良である場合に、透水性を改善するために行
うものである。既存の植栽樹木においては、不透
水層を有する地盤に透水孔を掘削して排水する縦
穴排水が一般的である（写真 - Ⅳ .19）。透水孔は
必ず複数箇所とし、目詰まり等により再び排水不
良となる危険性を回避するようにする。施工後に
は、不透水層が改善されて排水効果があることを
必ず確認する。排水効果が十分でない場合には、
逆に滞水を促進してしまうことがあるので注意が
必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真 - Ⅳ .19　排水工の例
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④樹勢回復
　樹勢回復は、前述した管理作業に対して複合的に行う土壌改良、剪定傷や腐朽部の処置があり、樹
木の成長を早期に回復させ根系伸長やカルス（癒合組織）の発達等を促進させることが可能となる。

【土壌改良】
土壌改良は、既存の植栽樹木に対して行う作業となるため、部分的な耕耘や改良資材の混合、土
壌を掘削せずに耕耘の効果が期待できる圧入装置を利用したエアーレーション等がある（写真 - Ⅳ
.20）。

写真 - Ⅳ .20　土壌改良

【剪定傷、腐朽部の処置】
　剪定傷や腐朽部がある場合、そのままで放置しておくと腐朽菌に感染しやすくなるため、定期的に
殺菌剤を塗布することにより、カルスの巻き込みを促進させる（写真 - Ⅳ .21）。腐朽材がある場合に
は、腐朽部を削り取り、良く乾燥させた後で殺菌剤を塗布する。

写真 - Ⅳ .21　剪定傷、腐朽部の処置（リュウキュウマツ）

４．３　伐採
　樹木健全度において、主幹に大きな亀裂や腐朽・空洞が認められた場合や根系の多くが腐朽や切断
されている場合などの重大な危険性があり、改善的管理作業においても排除できないと判断された樹
木には、伐採して新規植栽などの更新を検討する（写真 - Ⅳ .22､ Ⅳ .23）。
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（モンパノキ）

（アコウ）

写真 - Ⅳ .22　伐採作業

（伐採前）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（更新植栽後）

写真 - Ⅳ .23　伐採後の更新植栽（トックリヤシモドキ）
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第 2編
台風被害対策に関する調査報告書
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リュウキュウマツ コバノナンヨウスギ モクマオウ ガジュマル

テリハボク フクギ カンヒザクラ デイゴ

ホウオウボク アカギ トックリキワタ コバテイシ

オオバアカテツ オキナワキョウチクトウ ヤエヤマヤシ タコノキ
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　土壌改良については、それぞれの技術指針等に沿って実施しているものが７件で、標準は１㎥あたり赤土

0.7㎥、砂 0.15㎥、無機質（バーミキュライト、日向土など）0.15㎥、有機質系改良材（有機物 4.5％以上含有）

160kg となっていた。
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※）引用文献：

全国基準
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本事例でのプリ
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第３編
沖縄都市緑化樹木の根系図

☆全根系図、水平根系図、側面根系図
 　1．リュウキュウマツ　　　
 　2．モクマオウ　　　　　　　　
 　3．ガジュマル　　　　　　　　
 　4．テリハボク　　　　　　　
 　5．フクギ　　　　　　　　　
 　6．カンヒザクラ　　　　　　
 　7．デイゴ　　　　　　　　　
 　8．ホウオウボク　　　　　　
 　9．アカギ　　　　　　　　　
  10．トックリキワタ　　　　　
  11．コバテイシ　　　　　　　
  12．オオバアカテツ　　　　　
  13．オキナワキョウチクトウ　
  14．ヤエヤマヤシ　　　　
☆全根系図
  15．コバノナンヨウスギ　　　
  16．タコノキ　　　　　　　　
☆水平根系図、側面根系図
  17．アコウ　　　　　　　　　
  18．クロヨナ　　　　　　　　
  19．ソウシジュ　　　　　　　
  20．ヨウテイボク　　　　　　
  21．リュウキュウコクタン　　
  22．ビロウ　　　　　　　　　
☆水平根系図
  23．インドゴムノキ　　　　　
  24．カシワバゴムノキ　　　　
  25．フィカスネリフォリア　　　
  26．ベンガルボダイジュ　　　　
  27．パンノキ　　　　　　　　　
  28．ヤブニッケイ　　　　　　　
  29．ハスノハギリ　　　　　　
  30．タイワンフウ　　　　　　　
  31．アメリカデイゴ　　　　　　
  32．ゴールデンシャワー　　　
  33．アメリカネム　　　　　
  34．タマリンド　　　　　　　　
  35．ナンキンハゼ　　　　　　
  36．センダン　　　　　　　　　
  37．タイワンモクゲンジ　　　
  38．オオハマボウ　　　　　　
  39．キワタノキ　　　　　　
  40．シマトネリコ　　　　　　
  41．モンパノキ　　　　　　　
  42．ココヤシ　　　　　　　　　

（マツ科マツ属）　
（モクマオウ科モクマオウ属）　
（クワ科イチジク属）　
（オトギリソウ科テリハボク属）
（オトギリソウ科フクギ属）
（バラ科サクラ属）
（マメ科デイゴ属）
（マメ科ホウオウボク属）
（トウダイグサ科アカギ属）
（パンヤ科トックリキワタ属）
（シクンシ科モモタマナ属）
（アカテツ科パラクイウム属）
（キョウチクトウ科ミフクラギ属）
（ヤシ科ヤエヤマヤシ属）

（ナンヨウスギ科ナンヨウスギ属）
（タコノキ科タコノキ属）

（クワ科イチジク属）
（マメ科クロヨナ属）
（マメ科アカシア属）
（マメ科ハマカズラ属）
（カキノキ科カキノキ属）
（ヤシ科ビロウ属）

（クワ科イチジク属）
（クワ科イチジク属）
（クワ科イチジク属）　
（クワ科イチジク属）　
（クワ科アルトカルプス属）　
（クスノキ科クスノキ属）　
（ハスノハギリ科ハスノハギリ属）
（マンサク科フウ属）　
（マメ科デイゴ属）　
（マメ科カワラケツメイ属）
（マメ科サマネア属）
（マメ科タマリンド属）　
（トウダイグサ科シラキ属）
（センダン科センダン属）　
（ムクロジ科モクゲンジ属）
（アオイ科フヨウ属）
（パンヤ科キワタ属）
（モクセイ科トネリコ属）
（ムラサキ科メセルスクミディア属）
（ヤシ科ココヤシ属）　



圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
1.6 × 10-3 ○（可）

樹 高 4.7m 幹 周 33cm 根 元 周 51cm 推定樹齢 7年
枝 張 り 北 2.2m 南 1.6m 西 2.1m 東 1.2m
根 張 り 北 2.5m 南 1.3m 西 1.5m 東 　1.8m

根の深さ 0.8m 有 効 土 層 厚 0.5m 土 壌国頭マージ系土壌

樹木重量 総重量 85kg 地上部（着葉時） 65kg 地下部 20kg
植栽環境　今帰仁村崎山地の丘陵地の谷部を埋め立てた圃場で、国頭マージ系

土壌により造成した植栽基盤である。その下層には粘板岩層が存在す
る。全体的に硬く締まった土壌で、有効土層は 50cm程度と薄い。土
壌の透水性は生育に問題ない。

根系状況　主根とみられる垂下根は、下層にある硬い岩盤層の影響により、湾
曲して伸長している。そのため、垂下根の周辺には小・中径の根が多
数発生して、岩盤に食い込んで樹体を支えるように伸長している。太
い水平根は、表層を樹冠幅近くまでしっかりと発達させている。
　地下部の重量は、地上部の 30％程度と少ないが、垂下根と水平根で
樹体をしっかりと支えている。

（マツ科マツ属）
Pinus luchuensis
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垂直分布 深根型

水平分布 分散型

分　岐 中間型

細根付着 中間型

支持力 大

根系の形態 中・大径の水平根・垂下根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 7.5m 幹 周 118cm 枝 張 り 9.6m 根 元 周 185cm
植栽環境　客土層が 40cmとその下層部（110cm以深）に琉球石灰岩を伴う造

成土壌による植栽基盤である。その中間層は造成時の転圧により土壌
が締まっている。土壌の透水性はやや不良である。

根系状況　水平調査では、掘削した表層３mの範囲に多数の大径根の分布がみ
られ、全てが 3mの範囲を大きく超えて伸長している。断面調査では、
膨軟な客土層が薄いことから、小～大径根・細根とも 0～ 20cmまで
に集中するが、硬い土壌にもかかわらず深さ 120cm まで垂下根が発
達し、小～大径根・細根の分布がみられる。

（マツ科マツ属）
Pinus luchuensis

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-4 △（やや不良）

掘削深 120cm
備　考 　120cm 深 さ

まで垂下根が
発達するもの
の、その下層
には琉球石灰
岩 層 が あ り、
根が屈曲して
いる。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

� � �



圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-3 ◎ ( 良好 )

樹 高 6.5m 幹 周 41cm 根 元 周 54cm 推定樹齢 12年
枝 張 り 北 3.2m 南 3.2m 西 3.6m 東 2.7m
根 張 り 北 1.7m 南 1.7m 西 2.5m 東 2.2m

根の深さ 1.5m 有 効 土 層 厚 0.6m 土 壌造成土壌（礫質土）

樹木重量 総重量 180kg 地上部（着葉時） 120kg 地下部 60kg
植栽環境　今帰仁村諸志地の海浜部から 100m程度内陸部にある低湿地帯の圃

場で、表層は礫質土による客土で造成された植栽基盤である。下層に
は還元化した土壌がある。深さ 60cmまでは良好な土壌であるが、そ
れ以深は硬い還元化した土壌となっている。深さ 60cmまでの土壌の
透水性は良好である。

根系状況　垂下根は数本が絡み合うようにして、植栽基盤である 60cmを越え
て深さ 1.5m 程度まで土壌の硬い層で伸長している。また、垂下根か
らの細根の発生は著しい。水平根は東西方向に大径根を伸長させ、全
体的にしっかりと根を張っている。
　地下部の重量は地上部の 50%程度である。

（モクマオウ科モクマオウ属）
Casuarina equisetifolia
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垂直分布 深根型

水平分布 中間型

分　岐 多岐型

細根付着 密生型

支持力 大

根系の形態 中・大径の垂下根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 10.5m 幹 周 82cm 枝 張 り 4.6m 根 元 周 90cm
植栽環境　厚さ 20cmの客土とその下層部に赤褐色固結土壌を伴う植栽基盤で

ある。80cm以深の層では公園造成時の転圧により土壌が締め固まり
硬い。土壌の透水性は生育に問題ない。

根系状況　水平調査では、表層に３mの範囲内で多くの中径根の分布がみられ、
さらに伸長している。断面調査では、小～中径根は、深さ 0～ 20cm
までに 51% が集中し、次に 20 ～ 40cm に 37% が分布し、それ以下
は少ない。細根の分布も同様に、深くなるにつれ少なくなるが、深さ
80cmまで分布がみられる。

（モクマオウ科モクマオウ属）
Casuarina equisetifolia

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
1.0 × 10-3 ○（可）

掘削深 100cm
備　考 　 深 さ 20 ～

80cm の層では
礫が多く土壌
に混入してい
る。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-3 ◎（良好）

樹 高 3.0m 幹 周 31cm 根 元 周 52cm 推定樹齢 6年
枝 張 り 北 1.1m 南 1.2m 西 1.2m 東 0.8m
根 張 り 北 2.0m 南 2.0m 西 2.0m 東 2.0m

根の深さ 1.1m 有 効 土 層 厚 0.9m 土 壌造成土壌（粘質固結土）

樹木重量 総重量 30kg 地上部（着葉時） 10kg 地下部 20kg
植栽環境　今帰仁村与那嶺地内の丘陵地にある圃場で、谷部を埋め立てて造成

した客土圃場であるが、下部には還元化した土壌が存在する植栽基盤
である。表層の 10cm程に固結した土壌がみられるが、深さ 90cmま
では生育に影響を及ぼす阻害要因はない。それ以深は、多湿となった
還元化土壌が部分的にみられる。土壌の透水性は良好である。

根系状況　幼苗時にポットで栽培されていた影響で根にルーピングした形跡が
あり、中径の垂下根は複雑に湾曲しながらも深さ1.1mまで達している。
水平根は樹冠の広がりを大きく越えて良好な根張りが認められる。
　樹齢が若く地上部の成長が未熟であることもあり、地下部の重量は
地上部の２倍と非常に大きい。

（クワ科イチジク属）
Ficus retusa
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垂直分布 浅根型

水平分布 分散型

分　岐 疎放型

細根付着 疎生型

支持力 大

根系の形態 中・大径の水平根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 5.5m 幹 周 95cm 枝 張 り 8.9m 根 元 周 120cm
植栽環境　植栽基盤は 40cm程度の厚さで国頭マージ系の砂混じり土壌を客土

して造成されている。深さ 90cm以深には琉球石灰岩の層がある。客
土層には部分的に転圧されて土壌が締まっている層がみられる。土壌
の透水性は生育に問題ない。

根系状況　水平調査では、表層に小径根から大径根の分布が多くみられ、3m
の範囲で網のように密生し伸長し、さらに 3m以上に伸長している。
断面調査では、小～大径根は深さ 0～ 20cm までに 86% とほとんど
が集中していて、40cm 以深にはほとんどない。細根は、地表から
60cmまで分布がみられる。

（クワ科イチジク属）
Ficus retusa

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
2.0 × 10-3 ○（可）

掘削深 100cm
備　考 　70cm 以深で

は、琉球石灰
岩の粗大な礫
がみられる。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-3 ◎（良好）

樹 高 4.2m 幹 周 50cm 根 元 周 88cm 推定樹齢 15年
枝 張 り 北 1.9m 南 1.2m 西 1.6m 東 1.3m
根 張 り 北 2.1m 南 1.1m 西 2.0m 東 2.4m

根の深さ 1.7m 有 効 土 層 厚 1.7m 土 壌砂質土壌

樹木重量 総重量 195kg 地上部（着葉時） 105kg 地下部 90kg
植栽環境　今帰仁村諸志地先の海浜部から 150m程度内陸にある低湿地帯の砂

質土壌の植栽基盤である。深さ 1.7m には滞水層があり、その周辺の
土壌は還元化している部分がある。深さ 10 ～ 30cm に硬い層がみら
れるものの、その下の滞水層までは、生育上で問題となるものではない。
土壌の透水性は良好である。

根系状況　垂下根は主根とみられる大径根が深さ 1m程度まで湾曲しながら伸
長している。その先は、細根が多数発根して滞水層まで達している。
水平根は樹冠幅以上に根張りが認められる。特に、深さ 60cm程度の
位置で東側に伸長している大径根は 2.4mまで達している。
　地下部の重量は、地上部の 85％程度である。

（オトギリソウ科テリハボク属）
Calophyllum inophyllum
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垂直分布 深根型

水平分布 分散型

分　岐 疎放型

細根付着 疎生型

支持力 大

根系の形態 中・大径の垂下根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 5.0m 幹 周 74cm 枝 張 り 5.4m 根 元 周 94cm
植栽環境　植栽基盤は 60cm程度の厚さで島尻マージ系土壌を客土して造成さ

れている。深さ 70cm以深には琉球石灰岩の層がある。土壌の透水性
は良好である。

根系状況　水平調査では、表層で３m以上に大径根の分布がみられ、さらに伸
長している。一部の分枝した大径根では、上方に屈折して伸長し地表
面に達してから下に伸長している特徴がみられた。断面調査では、小
～大径根は深さ 20 ～ 40cm に 86% と多く集中している。細根は 20
～ 40cmに 43%が集中し、次に 40～ 60cmに 34%が分布している。
60cm以深には根系の分布がほとんどみられない。

（オトギリソウ科テリハボク属）
Calophyllum inophyllum

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
2.9 × 10-3 ◎（良好）

掘削深 100cm
備　考 　 深 さ 60cm

までは良好な
土壌であるが、
それ以深では、
琉球石灰岩が
認められ、根
系の分布はほ
とんど見られ
ない。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
2.8 × 10-3 ◎（良好）

樹 高 4.0m 幹 周 42cm 根 元 周 54cm 推定樹齢 15年
枝 張 り 北 1.5m 南 1.2m 西 1.4m 東 1.3m
根 張 り 北 －m 南 2.3m 西 2.0m 東 1.2m

根の深さ 1.4m 有 効 土 層 厚 1.4m 土 壌国頭マージ系（礫混じり）

樹木重量 総重量 165kg 地上部（着葉時） 115kg 地下部（一部切断） 50kg
植栽環境　今帰仁村崎山地にある丘陵地の谷部を埋め立てた圃場で、国頭マー

ジ系礫混じり土壌の植栽基盤である。土壌は全体的に締まっているが、
生育に問題となるものではない。植栽基盤は 1.4m 程度で、それ以深
は造成時に建設機械による転圧を受けたとみられ硬く締まっている。
土壌の透水性は良好である。

根系状況　垂下根は２本（通常は 1本であることが多いが幼苗時に何らかの理
由により主根が傷害等を受けてそこから発根したものと思われる）あ
り、両方ともに同じ太さで深さ 1.4 ｍまでしっかりと発達している。
中径の水平根は小さな樹冠幅を超えて伸長している。
　地下部の重量は、地上部の 45％程度である（2割程度切断）。

（オトギリソウ科フクギ属）
Garcinia subelliptica
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垂直分布 深根型

水平分布 分散型

分　岐 疎放型

細根付着 中間型

支持力 大

根系の形態 中・大径の垂下根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 4.5m 幹 周 69cm 枝 張 り 3.3m 根 元 周 112cm
植栽環境　植栽基盤は 40cm程度の厚さで国頭マージ系の砂混じり土の客土で

造成されている。その下層部には建設時の残土が埋没している。60cm
以深は公園造成時の建設機械による転圧で硬く締まった土壌である。
土壌の透水性はやや不良である。

根系状況　水平調査では、掘削範囲内で根系の分布が多くみられるが、３m以
上に伸長している根は少ない。主根である垂下根が下層の締った土壌
にも侵入し深さ 80cmまで達している。断面調査では、小～大径根・
細根とも表層に少なく、20cm ～ 60cm に多く集中している。60cm
以深の硬い土壌には分布がほとんどみられない。

（オトギリソウ科フクギ属）
Garcinia subelliptica

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

����



土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-4 △（やや不良）

掘削深 100cm
備　考 　60cm 以深で

は、琉球石灰
岩の粗大な礫
がみられる。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-3 ◎（良好）

樹 高 5.5m 幹 周 52cm 根 元 周 63cm 推定樹齢 15年
枝 張 り 北 3.2m 南 2.5m 西 4.0m 東 1.7m
根 張 り 北 1.5m 南 －m 西 2.3m 東 1.6m

根の深さ 1.2m 有 効 土 層 厚 0.7m 土 壌造成土壌（粘質土）

樹木重量 総重量 120kg 地上部（着葉時） 75kg 地下部（一部切断） 45kg
植栽環境　今帰仁村諸志地内の傾斜した畑地で、周辺にヤエヤマアオキ（ノニ）

が栽培されている。琉球石灰岩の地山の上に畑土を客土して造成され
ている。表層から深さ70cmまでが客土であるが、50cm以深はＳ値0.７
以下の硬い層になっている。土壌の透水性は良好である。

根系状況　主根とみられる垂下根は明確ではないが、有効土層 70cmを越えて
深さ 1mまで達している。しかし、表層の 50cmまでに根のほとんど
が分布している。水平根は広く枝を伸ばした樹冠幅までは達していな
いが、多数発生している細根は分岐を多く繰り返して、表層土壌をしっ
かりと緊縛している。
　地下部の重量は地上部の 60％程度である（2割程度切断）。

（バラ科サクラ属）
Prunus campanulata
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垂直分布 中間型

水平分布 分散型
分　岐 多岐型

細根付着 密生型

支持力 中

根系の形態 中・大径の水平根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 4.5m 幹 周 70cm 枝 張 り 5.7m 根 元 周 107cm
植栽環境　園路横に植栽されており、植栽基盤は 20cm程度の薄い客土である。

その下層は公園造成時の土壌であるが、深さ 70cm程度までは生育に
問題はない。さらに、その下層は固結している。土壌の透水性は良好
である。管路の埋設等で根系が切断されている形跡がある。

根系状況　水平調査では、東側の表層に中径根の分布が多くみられ、さらに
3m以上伸長している。断面調査では、小～中径根は深さ 20 ～ 40cm
に 49% と最も多く集中し、次に 0～ 20cm に 30% が分布している。
細根は深さ 0～ 20cm に 33%、20 ～ 40cm に 31％、40 ～ 60cm に
21%、60 ～ 80cmに 10%と徐々に減少するが、120cmまでもわずか
に分布している。

（バラ科サクラ属）
Prunus campanulata

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
>8.3 × 10-3 ◎（良好）

掘削深 120cm
備　考 　埋設管（φ

150mm × ２）
の周辺は、砕
石が充填され
て い た た め、
深く掘削する
ことができた。
その周辺の深
い層まで根系
が伸長してい
た。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
>8.3 × 10-3 ◎（良好）

樹 高 5.5m 幹 周 52cm 根 元 周 62cm 推定樹齢 7年
枝 張 り 北 2.5m 南 2.5m 西 2.5m 東 2.5m
根 張 り 北 1.6m 南 －m 西 1.8m 東 3.5m

根の深さ 1.5m 有 効 土 層 厚 0.8m 土 壌国頭マージ系（礫質土）

樹木重量 総重量 132kg 地上部（着葉時） 91kg 地下部 41kg
植栽環境　今帰仁村今泊地先の宅地に隣接して造成された礫質土の圃場である

が、深さ 50cm程度の層に 30cm程度の厚さで建築廃材が埋設されて
いる。表層から 50cm程度までの土壌硬度は良好であるが、それ以深
は建設廃材の層と硬い層となっている。土壌の透水性は良好である。

根系状況　主根となる垂下根は明確ではないが、太い斜出根が深さ 80cm程度
まで複数発達している。それ以深にも中・細根が伸びている。水平根
の基部は根元部で隆起している。水平根は太い部分が根元周辺に多く
分布しているものの、中径の根はあまり分岐をせずに、枝張りと同じ
程度まで長く伸長している。
　地下部重量は、地上部の 45％程度である。

（マメ科デイゴ属）
Erythrina variegata

����



垂直分布 中間型

水平分布 集中型

分　岐 疎放型

細根付着 疎生型

支持力 中

根系の形態 中・大径の水平根・斜出根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 7.5m 幹 周 231cm 枝 張 り 11.8m 根 元 周 324cm
植栽環境　植栽基盤は深さ 80cmまで国頭マージ系の砂混じり土壌の客土で造

成されている。園路横の少し凹んだ場所に植栽されている。土壌の透
水性は不良である。

根系状況　水平調査では、根元から大径根が斜出して伸長し、表層にも部分的
に３m以上の大径根の伸長がみられる。根元から斜出した大径根は良
好に発達していて、60cm 以深にも伸長していることが推察される。
断面調査では、小～大径根は深さ0～20cmに 64%が集中しているが、
細根は深さ0～ 40cmに 30％程度ずつ、40～ 80cmに 15%程度ずつ、
80～ 100cmの深い層にも 5%が分布している。

（マメ科デイゴ属）
Erythrina variegata

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
1.6 × 10-4 ×（不良）

掘削深 110cm
備　考 　 客 土 層 が

80cm と厚く、
60cm 以深には
礫の混入がみ
られるが、深
い層まで根系
が分布してい
る。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-3 ◎（良好）

樹 高 4.7m 幹 周 46cm 根 元 周 63cm 推定樹齢 8年
枝 張 り 北 1.8m 南 2.5m 西 2.9m 東 2.7m
根 張 り 北 1.3m 南 1.3m 西 1.6m 東 －m

根の深さ 1.0m 有 効 土 層 厚 0.7m 土 壌国頭マージ系土壌

樹木重量 総重量 110kg 地上部（着葉時） 70kg 地下部（一部切断） 40kg
植栽環境　今帰仁村与那嶺地の丘陵地端部にある圃場で、琉球石灰岩を母体と

した国頭マージ系土壌の植栽基盤である。表層 10cm程度までは軟ら
かい土壌であるが、10～ 40cmの層は硬くなっている。その下層は問
題なく、植栽基盤は 70cm程度である。土壌の透水性は良好である。

根系状況　主根である垂下根は、深さ 1m程度まで達している。水平根は樹冠
の幅までは到達しないものの、しっかりと根張りを形成している。一
部に切断された大径根があるが、そこから細根が多く発生して伸長し
ている。
　地下部の重量は、地上部の 60%程度である（1割程度切断）。

（マメ科ホウオウボク属）
Delonix regia
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垂直分布 中間型

水平分布 分散型

分　岐 多岐型

細根付着 中間型

支持力 大

根系の形態 中・大径の水平根・垂下根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 6.5m 幹 周 116cm 枝 張 り 7.7m 根 元 周 123cm
植栽環境　植栽基盤は 40cm程度の客土層の下に公園造成時の盛土となってい

る。深さ 60cm以深は硬い土壌層となる。土壌の透水性はやや不良で
ある。

根系状況　水平調査では、表層の３m範囲にまばらに中径根の分布がみられ、
さらに伸長している。断面調査では、小～中径根は深さ 20～ 40cm
に53%、40～60cmに41%が集中しており、それ以深ではみられない。
細根は深さ 20 ～ 40cm に 49%、0 ～ 20cm に 28％、40 ～ 60cm に
21%が分布している。

（マメ科ホウオウボク属）
Delonix regia

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-4 △（やや不良）

掘削深 100cm
備　考 　 深 さ 60cm

以深には硬い
土壌層がある。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 3.7m 幹 周 33cm 根 元 周 42cm 推定樹齢 5年
枝 張 り 北 1.7m 南 1.0m 西 1.5m 東 0.6m
根 張 り 北 2.3m 南 1.6m 西 －m 東 　2.7m

根の深さ 1.3m 有 効 土 層 厚 1.3m 土 壌国頭マージ系土壌

樹木重量 総重量 60kg 地上部（着葉時） 50kg 地下部（一部切断） 10kg
植栽環境　今帰仁村那嶺地内の丘陵地端部にある圃場で、琉球石灰岩を母材と

した地山を畑土で改良した国頭マージ系土壌の植栽基盤である。深さ
50cmまでは軟らかい層で、その下層は深さ 90cmまで礫が混入して
いるが生育上の問題はない。土壌の透水性は生育に問題ない。

根系状況　中径の垂下根及び水平根が発達しているが、主根とみられる垂下根
は、深さ 60cm 以深にある琉球石灰岩を避けるように湾曲しながら、
深さ 1.3m まで伸長している。西側に伸びている水平根は、隣接木が
ある関係で切断したが、全体的に地上部の樹冠範囲を超えて良好に伸
長している。
　地下部の根系重量は、地上部の 20%程度である（3割程度切断）。

圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

（トウダイグサ科アカギ属）
Bischofi a javanica

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
1.6 × 10-3 ○（可）
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垂直分布 深根型

水平分布 中間型

分　岐 疎放型

細根付着 中間型

支持力 大

根系の形態 中・大径の水平根・垂下根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 5.0m 幹 周 40,70,26,36cm 枝 張 り 5.8m 根 元 周 123cm
植栽環境　下層部に琉球石灰岩の細礫が混じる造成土壌で、客土は厚さ 20cm

程度の植栽基盤である。深さ 70cm以深は造成時の転圧により固結し
ている。土壌の透水性は生育に問題ない。

根系状況　水平調査では、表層に３m以上の範囲で根系の分布がみられ、さら
に伸長している。断面調査では、小～大径根は深さ 0～ 20cmまでに
65% が集中し、20 ～ 40cm では少なく、40 ～ 60cm に 29% が分布
している。細根は、地表から 80cmまで比較的均一に分布がみられる。
70cm以深の固結した層では、根の分布がみられない。

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

（トウダイグサ科アカギ属）
Bischofi a javanica
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土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
2.0 × 10-3 ○（可）

掘削深 120cm
備　考 　70cm 以深で

は、琉球石灰
岩の大きな礫
が含まれ、土
壌が固結して
いる。公園造
成時の建設機
械による転圧
による影響と
考えられる。
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圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-3 ◎（良好）

樹 高 3.5m 幹 周 66cm 根 元 周 71cm 推定樹齢 7年
枝 張 り 北 1.8m 南 3.1m 西 2.6m 東 2.0m
根 張 り 北 1.3m 南 1.0m 西 2.2m 東 2.3m

根の深さ 1.0m 有 効 土 層 厚 1.0m 土 壌国頭マージ系土壌

樹木重量 総重量 145kg 地上部（着葉時） 105kg 地下部 40kg
植栽環境　今帰仁村与那嶺地の丘陵地端部にある圃場で、琉球石灰岩を母体と

した国頭マージ系土壌の植栽基盤である。表層 10cm程度は非常に軟
らかい土壌であるが、それ以深は硬く締まっており、さらに 90cm以
深には琉球石灰岩の礫が多くなる。土壌の透水性は良好である。

根系状況　主根である太い垂下根が幹から繋がるように直下に 1m程度伸びて
いる。しかし、その先は琉球石灰岩により伸長阻害を受けている。斜
出根は根株あるいは垂下根から分岐して、東西方向に樹冠の大きさと
同じくらい伸長している。
　地下部重量は地上部の 40％程度である。

（パンヤ科トックリキワタ属）
Chorisia speciosa
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分　岐 多岐型

細根付着 密生型

支持力 中

垂直分布 中間型

水平分布 分散型

根系の形態 中・大径の垂下根・斜出根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 6.0m 幹 周 127cm 枝 張 り 8.5m 根 元 周 124cm
植栽環境　駐車場横の植栽帯に植栽されている。過去に整備された駐車場舗装

の上部に盛土して造成されている。客土は 80cm程度の厚さで土壌硬
度も問題なく良好である。土壌の透水性はやや不良である。

根系状況　水平調査では、表層３m以上に根系の分布がみられ、さらに伸長し
ている。断面調査では、小～大径根は深さ 20 ～ 40cm に 51% と多
く集中している。細根は、0～ 60cm までに平均的に分布している。
100cm以深には、過去の駐車場舗装が埋没しているため、根系の伸長
が不可能である。

（パンヤ科トックリキワタ属）
Chorisia speciosa

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
※根系を部分的に切断している
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-4 △（やや不良）

掘削深 100cm
備　考 　100cm 以 深

には過去に整
備された駐車
場の舗装が埋
没 し て い る。
70cm 以深には
建設廃材が含
まれている。
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圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
2.8 × 10-3 ◎（良好）

樹 高 4.0m 幹 周 44cm 根 元 周 57cm 推定樹齢 8年
枝 張 り 北 2.0m 南 2.2m 西 2.4m 東 1.7m
根 張 り 北 1.6m 南 －m 西 4.0m 東 －m

根の深さ 0.9m 有 効 土 層 厚 0.9m 土 壌国頭マージ系土壌

樹木重量 総重量 110kg 地上部（着葉時） 75kg 地下部（一部切断） 35kg
植栽環境　今帰仁村の海浜部から 150m程度の内陸に低湿地帯の圃場で、国頭

マージ系土壌を表層に客土した植栽基盤である。表層 10cm程度は固
結しているが、その下は全体的に硬いものの生育上で問題となるもの
ではない。深さ 110cm に滞水層があり、90 ～ 110cm の層で還元化
している土壌がみられる。深さ 60cmまでの土壌透水性は良好である。

根系状況　表層で伸長している水平根は、根元部分で板根化して東西及び南北
方向に樹冠幅あるいはそれ以上の範囲で伸長している。この水平根か
らはヒゲ状の細根が多数発根して下に伸びているが、滞水の影響で深
さ 90cm程度でとまっている。垂下根は幹直下から太い根が伸長して
いるが深さ 60cm程度と短い。
　地下部重量は、地上部の 50％程度である（3割程度切断）。

（シクンシ科モモタマナ属）
Terminalia catappa
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分　岐 疎放型

細根付着 中間型

支持力 中

垂直分布 中間型

水平分布 分散型

根系の形態 中・大径の水平根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 6.0m 幹 周 92cm 枝 張 り 11.1m 根 元 周 127cm
植栽環境　表層 20cmが島尻マージ系土壌の客土により造成された植栽基盤で

ある。その下層 60cmまでは土壌が軟らかいが、60cm以深では角礫
の堆積層がある。土壌の透水性は不良である。

根系状況　水平調査では、北東方向に大径根が発達しているとともに、全面的
に根系分布が多くみられ、3mの範囲を超えて伸長している。断面調
査では、小～大径根は深さ 40cmまでにほとんどが分布しており、そ
れ以深への根の伸長はほとんどみられない。細根は深さ 0～ 60cmま
でに均等に分布している。

（シクンシ科モモタマナ属）
Terminalia catappa

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-5 ×（不良）

掘削深 100cm
備　考 　60cm 以深で

は、破砕角礫
の堆積があり、
根はほとんど
認められない。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-3 ◎（良好）

樹 高 6.5m 幹 周 48cm 根 元 周 74cm 推定樹齢 10年
枝 張 り 北 1.0m 南 1.7m 西 1.5m 東 1.5m
根 張 り 北 －m 南 －m 西 2.7m 東 －m

根の深さ 1.2m 有 効 土 層 厚 0.9m 土 壌国頭マージ系土壌

樹木重量 総重量 140kg 地上部（着葉時） 80kg 地下部（一部切断） 60kg
植栽環境　今帰仁村与那嶺地内の丘陵地に立地する圃場で、琉球石灰岩を母体

とした国頭マージ系土壌の植栽基盤である。有効土層厚は 90cm程で
あるが、深さ20～50cmの層に硬い土壌があり全体的に締まっている。
さらに、80cm以深は琉球石灰岩の礫を含む硬い層になっている。土
壌の透水性は良好である。

根系状況　太い垂下根と水平根が発達しており、垂下根は深さ 1.2 ｍまで伸長
している。水平根は隣接木との関係で西側以外は途中で切断したが、
西側に伸長している根系は枝張りの１.5 ｍを越えて 2.7m まで達して
いる。ルートカラー部分が隆起しており特徴的である。伸長している中・
大径根には分岐が少ない。
　地下部の重量は地上部の 75％程度（2割程度切断）で、広い根の伸
長範囲であることとあわせて地上部をしっかり支えている。

（アカテツ科パラクイウム属）
Palaquium formosanum
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垂直分布 深根型

水平分布 中間型

分　岐 疎放型

細根付着 疎生型

支持力 大

根系の形態 中・大径の水平根・垂下根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 5.0m 幹 周 60cm 枝 張 り 4.9m 根 元 周 80cm
植栽環境　下層部に造成前の表土が埋没されていて、その上部に島尻マージ系

土壌を盛土した造成土壌である。深さ 50cm以深は非常に硬い固結し
た層となっている。土壌の透水性は不良である。

根系状況　水平調査では、ほとんどの根が表層３m以内の範囲に分布しており、
それ以上の伸長は極めて少ない。断面調査では、小～大径根は深さ 20
～ 40cm に 46% が集中し、0 ～ 20cm に 21%、40 ～ 60cm と 60 ～
80cmに 17%ずつが分布している。細根は、地表から深さ 60cmまで
比較的均一に分布がみられる。

（アカテツ科パラクイウム属）
Palaquium formosanum

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-5 ×（不良）

掘削深 100cm
備　考 　根系マーキ

ング用の塗料
が土壌に残っ
て い る 深 さ
50cm 以深の下
層は、粘質土
で非常に硬い。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
2.8 × 10-3 ◎（良好）

樹 高 3.0m 幹 周 38cm 根 元 周 48cm 推定樹齢 7年
枝 張 り 北 2.0m 南 1.8m 西 2.4m 東 1.4m
根 張 り 北 1.0m 南 1.0m 西 －m 東 1.0m

根の深さ 1.2m 有 効 土 層 厚 1.2m 土 壌国頭マージ系土壌

樹木重量 総重量 100kg 地上部（着葉時） 60kg 地下部（一部切断） 40kg
植栽環境　今帰仁村与那嶺地内の丘陵地に立地する圃場で、琉球石灰岩を母体

とした国頭マージ系土壌の植栽基盤である。深さ 40cm程度までは軟
らかな土壌であり、さらに深さ 1.2m まで生育に問題となる要因はな
いため有効土層は 1.2 ｍである。1.2 ｍ以深にある琉球石灰岩は伸長
阻害要因となる。土壌の透水性は良好である。

根系状況　垂下根は複数の太い根系がみられ、深さ 1.2m 以深にある琉球石灰
岩まで達して、そこから伸長阻害を受けている。斜出根は樹冠の広が
りまでは達していないものの、琉球石灰岩の深さまでしっかりと伸長
している。
　地下部の重量は地上部の 65％程度（3割程度切断）あり、地上部を
しっかりと支えている。

（キョウチクトウ科ミフクラギ属）
Cerbera manghas
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垂直分布 深根型

水平分布 中間型

分　岐 疎放型

細根付着 疎生型

支持力 大

根系の形態 中・大径の垂下根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 5.5m 幹 周 71cm 枝 張 り 4.5m 根 元 周 105cm
植栽環境　植栽基盤は 60cm程度の厚さで国頭マージ系の砂混じり土壌を客土

して造成されている。下層部には建設残土が埋没して転圧された硬い
土壌がある。土壌の透水性は不良である。

根系状況　水平調査では、表層の北東方向に太い根が伸長し、掘削した３m
の範囲内で分布がみられる。断面調査では、小～中径根は深さ 20～
40cm に 72% が最も集中していて、60cm 以深の層には分布がない。
細根は深さ 60cmまでにほぼ均一に分布していて、60cm以深での分
布がみられない。60cm以深では、砕石が混在しながら土壌が固結し、
根系の伸長が抑制されている。

（キョウチクトウ科ミフクラギ属）
Cerbera manghas

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
1.6 × 10-4 ×（不良）

掘削深 100cm
備　考 　60cm以深に

は、砕石が混
在 し て お り、
根系伸長が抑
制されている。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
>8.3 × 10-3 ◎（良好）

樹 高 5.5m 幹 周 64cm 根 元 周 115cm 推定樹齢 10年
枝 張 り 北 2.5m 南 2.5m 西 2.5m 東 2.5m
根 張 り 北 －m 南 －m 西 －m 東 3.0m

根の深さ 1.0m 有 効 土 層 厚 0.6m 土 壌国頭マージ系（改良畑土）

樹木重量 総重量 236kg 地上部（着葉時） 105kg 地下部（一部切断） 131kg
植栽環境　今帰仁村今泊地の畑地内にある圃場で、国頭マージ系土壌の改良畑

土の植栽基盤である。改良土壌である深さ 50cmまでの層は、締まっ
ているものの良好な土壌硬度であるが、その下は固結している。土壌
の透水性は良好である。

根系状況　幹の基部から不定根が叢生し、横出及び斜出しながら伸長している。
深さ方向には、有効土層厚の 60cmを越えて、硬い土壌に伸長阻害を
受けながらも 1m程度まで伸長している。苗圃内で生育していること
から隣接木の根系を切断しないようにしたため、水平方向は東側の根
張りのみの確認となったが、葉張りよりも根張りが大きい。
　地下部重量は地上部重量の 1.3 倍程度（2割程度切断）と地上部を
越える。

（ヤシ科ヤエヤマヤシ属）
Satakentia liukiuensis
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垂直分布 浅根型

水平分布 集中型

分　岐 多岐型

細根付着 疎生型

支持力 大

根系の形態 小・中径のひも状放射型

立体図

スケッチ図
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樹 高 4.8m 幹 周 69cm 枝 張 り 4.1m 根 元 周 112cm
植栽環境　客土層は 40cm程度で、その下層は埋め戻し残土を伴う植栽基盤で

ある。深さ 50cm程度までは軟らかな土壌であるが、その下層は造成
時転圧により締まって硬い。土壌の透水性はやや不良である。

根系状況　水平調査では、根株から約 2.5mまで密に根の分布が表層にみられ
る。断面調査では、小径根は深さ 40～ 60cmに 55%が集中しており、
それ以深ではみられない。細根も 40～ 60cmに 47%が集中し、それ
以深ではみられない。これは 50cm以深に砕石が混在し、根系の伸長
が抑制されていることによると考えられる。

（ヤシ科ヤエヤマヤシ属）
Satakentia liukiuensis

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
5.8 × 10-4 △（やや不良）

掘削深 60cm
備　考 　50cm 以深に

は、砕石が混
じり、掘削が
困難であった。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

（ナンヨウスギ科ナンヨウスギ属）
Araucaria heterophylla

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
>8.3 × 10-3 ◎（良好）

樹 高 6.0m 幹 周 35cm 根 元 周 51cm 推定樹齢 15年
枝 張 り 北 2.5m 南 2.5m 西 2.5m 東 2.5m
根 張 り 北 －m 南 －m 西 2.8m 東 －m

根の深さ 1.5m 有 効 土 層 厚 1.0m 土 壌造成土壌（礫質土）

樹木重量 総重量 103kg 地上部（着葉時） 76kg 地下部（一部切断） 27kg
植栽環境　今帰仁村諸志地先海浜部から 70m程度内陸にある湿地帯の圃場で、

隣接する河川の護岸堤防のすぐ横で育成されている。表層には礫土が
客土され、60cm以深は固結した層となっている。土壌の透水性は良
好である。

根系状況　太い垂下根は深さ 1.5m 程度まで発達している。太い水平根は、河
川護岸と隣接木との関係で南北と東側を切断しているが、西側は枝張
りよりも若干広く伸長している。また、水平根からは杭のように下に
伸長している根が多数確認できる。
　地下部の重量は地上部の 35％程度（2割程度切断）と多くはないが、
水平方向と垂直方向に太い根を伸長させていることにより樹体の支持
力は大きい。
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垂直分布 深根型

水平分布 分散型

分　岐 中間型

細根付着 中間型

支持力 大

根系の形態 中・大径の水平根・垂下根型

立体図

スケッチ図
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圃場樹木（沖縄県国頭郡今帰仁村）

（タコノキ科タコノキ属）
Pandanus boninensis

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
>8.3 × 10-3 ◎（良好）

樹 高 4.0m 幹 周 49,46,40,36cm 根 元 周 239cm 推定樹齢 10年
枝 張 り 北 2.0m 南 2.0m 西 2.0m 東 2.0m
根 張 り 北 －m 南 －m 西 3.5m 東 　－m

根の深さ 0.5m 有 効 土 層 厚 0.5m 土 壌国頭マージ系土壌

樹木重量 総重量 233kg 地上部（着葉時） 107kg 地下部（一部切断） 126kg
植栽環境　今帰仁村与那嶺地の丘陵地端部にある圃場で、国頭マージ系土壌の

下層に粘質土が存在する。西側は斜面となっている。表層から深さ
50cm程度までは締まった土壌であるが、その下の層は粘質なため非
常に硬い。深さ 60cmまでの土壌の透水性は良好である。

根系状況　表層から 50㎝までに殆どの根が分布している。樹幹下部から気根と
して発生した複数の太い根が土壌に侵入し、扁平した特徴的な細根と
なって分岐を繰り返しながら密生し、表層土壌の緊縛力を確保してい
る。これらの根は斜めに広く伸長している。下層部へ向かう垂下根は
あるものの、旺盛ではない。
　地下部の重量は 126kg（3割程度切断）と大きく、地上部の 107kg
を上回っていた。
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垂直分布 浅根型

水平分布 中間型

分　岐 多岐型

細根付着 密生型

支持力 大

根系の形態 支柱気根の水平根型

立体図

スケッチ図
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樹 高 5.5m 幹 周 140cm 枝 張 り 13m 根 元 周 190cm
植栽環境　客土層が 60cmとその下層部に埋め戻し残土を伴う造成土壌による

植栽基盤である。客土層は膨軟で良好な土壌であるが、客土下層は礫
を含み公園造成時の転圧により締まり、硬い。なだらかな斜面に植栽
されているものの土壌の透水性は不良である。

根系状況　水平調査では、約 60cmの深さに沿って 2.8m まで太い根の伸長が
みられる。垂下根は深さ 60cmにある土壌の硬い層に阻害されて、横
に屈曲して伸長している。断面調査では、小～大径根は深さ 60 ～
80cm に 58% が集中している。また、表層の 0～ 20cm には 32% が
分布している。細根は深さ0～80cmまで概ね均等に分布がみられる。

（クワ科イチジク属）
Ficus superba ver. japonica

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
1.4 × 10-4 ×（不良）

掘削深 100cm
備　考 　客土層の下

の 60cm 以 深
には角礫が含
まれて、硬い
層になってい
る。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 4.5m 幹 周 57cm 枝 張 り 6.2m 根 元 周 71cm
植栽環境　明確な客土層がみられず、公園造成時の島尻マージ系土壌の植栽基

盤である。深さ 60cmまでの土壌硬度は問題ないが、その下層には琉
球石灰岩の砕礫が混じった固結した土壌層がある。土壌の透水性はや
や不良である。

根系状況　水平調査では、表層に根元近くで分岐した大径根から発生している
根の分布がみられ、3mを超えて伸長していることがわかる。断面調
査では、小～中径根は深さ 20～ 40cmに 65%が集中している。細根
は深さ 40 ～ 60cm に 42%、20 ～ 40cm に 40％、0～ 20cm に 19%
が分布していて、60cm以深では分布がみられない。

（マメ科クロヨナ属）
Pongamia pinnata 

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-4 △（やや不良）

掘削深 100cm
備　考 　60cm 以深に

は琉球石灰岩
層がある。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 6.0m 幹 周 55,75cm 枝 張 り 8.0m 根 元 周 158cm
植栽環境　深さ 100cm まで客土がある植栽基盤である。深さ 70cm までは膨

軟な土壌であるが、70cm 以深には角礫が混在しており土壌は硬い。
土壌の透水性は生育に問題ない。

根系状況　水平調査では、表層に３m以上に大径根の分布が多数みられ、3m
の掘削範囲を超えて伸長していることがわかる。断面調査では、小～
大径根は深さ 20～ 40cmに 76% が集中していて、40cm以深には少
ない。一方で細根は40cm以深も多く分布し100cmまで伸長している。

（マメ科アカシア属）
Acacia confusa

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
2.5 × 10-3 ○（可）

掘削深 100cm
備　考 　70cm 以深で

は、破砕角礫が
混在していた
が、根の生育
は良好であっ
た。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）

����



樹 高 7.0m 幹 周 58,65cm 枝 張 り 8.4m 根 元 周 121cm
植栽環境　客土層 20cmと薄く、その下層は公園造成時の土壌である。客土層

は軟らかい土壌であるが、20 ～ 60cm の層には琉球石灰岩の破砕さ
れた礫が混じり締まった土壌となっている。さらに下層は琉球石灰岩
層がある。土壌の透水性は不良である。

根系状況　水平調査では、移植時に切断された大径根から発根した根が 3mの
範囲内で分布している。断面調査では、小～中径根は深さ 0～ 20cm
に 62%、20 ～ 40cm に 34% が集中している。細根は 0 ～ 20cm に
63%が集中している。下層 60cm以下には、琉球石灰岩があり根の下
部への伸長は抑制されている。

（マメ科ハマカズラ属）
Bauhinia variegata

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-5 ×（不良）

掘削深 80cm
備　考 　60cm 以深で

は、琉球石灰
岩が出現した
た め 80cm よ
り深く掘削が
できなかった。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 5.0m 幹 周 68cm 枝 張 り 4.1m 根 元 周 73cm
植栽環境　客土層が 20cmと薄く、その下層は公園造成時の土壌となっている

植栽基盤である。深さ 70cm程度に管路が埋設されている。客土層と
その下層 60cmまでは締まった土壌であるが、その下は硬い。土壌の
透水性は不良である。

根系状況　水平調査では、根株から多くの発根が認められ、表層の 2.8 ｍ程度
まで分布がみられる。断面調査では、小～中径根は深さ 0～ 20cmに
38% が分布し、次に 60 ～ 80cmに 29%、40 ～ 60cmに 20% の分布
がみられる。細根は、60 ～ 80cm が最も多く 35% であり、次に 40
～ 60cmの 28%である。小～中径根・細根ともに深い層まで分布が認
められる。

（カキノキ科カキノキ属）
Diospyros egbert - walkeri

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
1.6 × 10-4 ×（不良）

掘削深 100cm
備　考 　 深 さ 70cm

程度に埋設さ
れている管（φ
200mm）の両
側には砕石層
がある。

土壌貫入計（長谷川式）
　　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 4.0m 幹 周 72cm 枝 張 り 3.5m 根 元 周 91cm
植栽環境　深さ 60cmまで客土された植栽基盤である。深さ 50cm程度までは

軟らかな土壌であるが、その下層に非常に大きな石（丸い）が混在し
ている。土壌の透水性は生育に問題ない。

根系状況　水平調査では、深さ 30 ～ 50cmに水平方向３mまで多数の根の分
布がみられる。断面調査では、小径根は深さ 20～ 40cmに 74%が集
中していて、40cm以深は少ない。細根は深さ 20 ～ 40cmに 47%、0
～ 20cmに 29％、40～ 60cmに 18%が分布している。80cm以深に
は認められない。

（ヤシ科ビロウ属）
Livistona chinensis ver. subglobosa
公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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土壌透水速度（長谷川式､ 単位：cm/Sec） 判定
8.3 × 10-4 ○（可）

掘削深 80cm
備　考 　 客 土 層 は

60cm 程度であ
るが、50cm 以
深から丸い石
が混在してい
る。
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樹 高 3.5m 幹 周 61cm 枝 張 り 5.2m 根 元 周 63cm
植栽環境　深さ 20cmまで客土層があり、その下層は公園造成時の土壌のまま

の植栽基盤である。

根系状況　根は根株周辺に集中している。水平根は中径なものがわずかに見ら
れ、1本については 3mの範囲を超えている。根株から垂下根が見ら
れるが主根といえるものは確認できない。移植時の根系切断が影響し
て、根系が未発達といえる状態である。

（クワ科イチジク属）
Ficus elastica

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

土壌硬度（長谷川式）
　S値グラフ（cm/drop）

��	�



樹 高 7.5m 幹 周 68,71cm 枝 張 り 7.8m 根 元 周 122cm
植栽環境　植栽基盤は、客土層が明瞭でなく公園造成時の土壌のままである。

地表から深さ 30cm程度までは生育に問題ない土壌硬度であるが、そ
れ以深は硬い層となっている。

根系状況　根株から多数の大径根が放射状に伸長している。途中から分岐して
いるが、これは移植時に切断された部分から発根したものとみられる。
さらに、この中の数本の大径根が 3m以上伸長している。主根と見ら
れる垂下根は認められず、数本の根系が深さ 40cm程度で水平方向に
湾曲しながら伸長している。

（クワ科イチジク属）
Ficus lyrata

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

土壌硬度（長谷川式）
　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 5.5m 幹 周 82cm 枝 張 り 7.3m 根 元 周 98cm
植栽環境　深さ 40cmまで客土層があり、その下層は公園造成時の土壌のまま

の植栽基盤である。

根系状況　根株の上部から分岐した多数の太い水平根が認められるが、移植時
の切断により途中から小・中径の根系が発根し、表層を伸長している。
中径根は先端が細くなってはいるものの 3m以上にまっすぐ伸長して
いるものもある。垂下根は、根元に水平根、斜出根が密生しているため、
確認できなかった。

（クワ科イチジク属）
Ficus neriifolia

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

地表面 

土壌硬度（長谷川式）
　S値グラフ（cm/drop）

��	�



樹 高 7.0m 幹 周 161cm 枝 張 り 11.4m 根 元 周 197cm
植栽環境　深さ 20cmまで客土層があり、その下層は公園造成時の土壌のまま

の植栽基盤である。

根系状況　根株から発出している根系は、地上 30cm程度の高さから板根化し
て肥大化している。板根は、移植時の切断の部分から多数に分かれな
がら土壌中に侵入し、太い斜出根となって深さ 50cm程度まで発達し、
さらに深くまで伸長している。表層の太い水平根も 3mの掘削範囲を
超えて発達しており、良好な根張りが認められる。

（クワ科イチジク属）
Ficus benghalensis

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

土壌硬度（長谷川式）
　S値グラフ（cm/drop）

��	�



樹 高 5.5m 幹 周 84cm 枝 張 り 6.6m 根 元 周 126cm
植栽環境　深さ 60cmまで客土層があり、その下層は公園造成時の土壌のまま

の植栽基盤である。

根系状況　水平根は東側に発達しているが、南側の根には切断された様な跡が
あるため何らかの理由により失ったものと考えられる。水平方向に伸
長している中・大径根はくねくねと曲がり特徴的である。太い垂下根
は確認できなかった。

（クワ科アルトカルプス属）
Artocarpus altilis

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

土壌硬度（長谷川式）
　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 4.0m 幹 周 37cm 枝 張 り 3.3m 根 元 周 57cm
植栽環境　深さ 20cmまで客土層があり、その下層は公園造成時の土壌のまま

の植栽基盤であるが、全体的に硬い。

根系状況　根株から多数の中径の根系が斜出しており、2m程度の範囲で発達
している。細く長い根系については表層 30cm程度に 3mの範囲まで
の根系が認められるものの、本数は少ない。根株周辺の根系は、深さ
60cm程度まで確認でき、さらに深く伸長していた。

（クスノキ科クスノキ属）
Cinnamomum japonicum

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

土壌硬度（長谷川式）
　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 5.0m 幹 周 117cm 枝 張 り 6.6m 根 元 周 161cm
植栽環境　深さ 20cmまで客土層があり、その下層は公園造成時の土壌のまま

の植栽基盤である。

根系状況　地表から根が少し浮き出ていたため、それらの根はごつごつした形
状となっていた。根株の周辺2mほどの範囲は、大径根から発根した小・
中径根、細根が密生している。地表近くを伸長している水平根は 3m
を超える。太い垂下根は移植時に切断された深さ 40cm程度で多数発
根して、さらに深く伸長している。

（ハスノハギリ科ハスノハギリ属）
Hernandia nymphaeaefolia 

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

土壌硬度（長谷川式）
　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 5.0m 幹 周 72cm 枝 張 り 7.0m 根 元 周 112cm
植栽環境　深さ 20cmまで客土層があり、その下層は公園造成時の土壌のまま

の植栽基盤である。

根系状況　1本の太い水平根が発達し、3m程度の伸長がみられる。根元付近
での分岐は切断後のものと思われる。大径根からは中・小径根が発根
している。掘削した側では主根となる垂下根は見られない。

（マンサク科フウ属）
Liquidambar formosana

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

土壌硬度（長谷川式）
　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 3.5m 幹 周 97cm 枝 張 り 4.8m 根 元 周 119cm
植栽環境　植栽基盤は、客土層が明瞭でなく公園造成時の土壌のままである。

根系状況　太い水平根が西側に 2本伸長しており、分岐しながら掘削した 3m
の範囲を伸長しており、さらに 3m以上伸びている。水平根から発根
している小径根・細根は少なく、根系密度は疎である。根株から垂下
根が伸びているのが確認できるが、深さ 50cm程度で細くなっている。

（マメ科デイゴ属）
Erythrina crista - galli

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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樹 高 7.0m 幹 周 51cm 枝 張 り 4.2m 根 元 周 56cm
植栽環境　深さ 40cmまで客土層があり、その下層は公園造成時の土壌のまま

の植栽基盤である。

根系状況　根株から下方に伸長した 2本の太い垂下根が深さ 50cm程度の造成
土壌において水平方向に湾曲し、そのまま 3m以上伸長している。途
中で分岐している小径根はあるが僅かである。そのため、掘削範囲内
の根系密度は低い。

（マメ科カワラケツメイ属）
Cassia fi stula

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

土壌硬度（長谷川式）
　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 －m幹 周 － cm 枝 張 り －m根 元 周 187cm
植栽環境　植栽基盤は、客土層が明瞭でなく公園造成時の土壌のままである。

全体的に硬い土となっている。

根系状況　根株から 1本の大径根が、深さ 60cm程度の層で根元近く（移植時
の切断部）で 4本程度に分岐してから水平方向に伸長し、3mの掘削
範囲を超えてさらに広く伸長している。小径根・細根は疎で根系の密
度は低い。垂下根は掘削が浅かったため確認できていない。

（マメ科サマネア属）
Samanea saman

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

土壌硬度（長谷川式）
　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 5.0m 幹 周 93cm 枝 張 り 6.5m 根 元 周 107cm
植栽環境　植栽基盤は、客土層が明瞭でなく公園造成時の土壌のままである。

地表から深さ 15cmまでは生育に問題ない土壌硬度であるが、それ以
深は硬い層となっている。

根系状況　根株から斜出した大径根は、移植時に切断されたとみられる部分で
著しく発根している。表層で水平方向に伸長した小根は 3m程度まで
伸長がみられる。斜出根は深さ 70cm以上に伸長している。

（マメ科タマリンド属）
Tamarindus indica

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

地表面 

土壌硬度（長谷川式）
　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 6.5m 幹 周 126cm 枝 張 り 6.9m 根 元 周 168cm
植栽環境　植栽基盤は、客土層が明瞭でなく公園造成時の土壌のままである。

地表から深さ 20cmまでは膨軟な土壌であるが、それ以深は硬い層と
なっている。

根系状況　3本の大径根が水平方向にしっかりと張り、3m以上に伸長している。
移植時の切断部からは、数本の中径根が発根して伸長しているが、小
径根・細根は疎である。水平根からは幾つか下方に伸長する根はみら
れたが、根株直下の垂下根ははっきりと認められなかった。

（トウダイグサ科シラキ属）
Sapium sebiferum

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

土壌硬度（長谷川式）
　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 6.0m 幹 周 104cm 枝 張 り 12.3m 根 元 周 120cm
植栽環境　深さ 20cmまで客土層があり、その下層は公園造成時の土壌のまま

の植栽基盤である。

根系状況　3本の太い水平根が放射状に均等に発達して 3m以上伸長している。
これらの根における分岐は少ないが、移植時に切断されたと思われる
根からの発根が著しい。水平根から下方に伸長している根はみられる
が、主根となる垂下根は認められない。

（センダン科センダン属）
Melia azedarach

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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樹 高 7.0m 幹 周 100cm 枝 張 り 10.2m 根 元 周 136cm
植栽環境　深さ 40cmまで客土層があり、その下層は公園造成時の土壌のまま

の植栽基盤である。

根系状況　根株近くで移植時に切断されたとみられる 3本の大径根において、
切断部分から著しく発根し、小・中径根と絡み合いながら表層を 3m
以上伸長している。水平根からは部分的に下方に深さ 70cm程度まで
根が伸長しているが、根株直下に主根とみられる垂下根は今回の掘削
では確認できなかった。

（ムクロジ科モクゲンジ属）
Koelreuteria elegans ver. formosana
公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）

土壌硬度（長谷川式）
　S値グラフ（cm/drop）
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樹 高 4.5m 幹 周 95cm 枝 張 り 7.6m 根 元 周 110cm
植栽環境　深さ 80cmまで客土層があり、その下層は公園造成時の土壌のまま

の植栽基盤である。

根系状況　根株から放射状に複数の中径根が水平に伸長しており、その途中で
小径根が下に向かって発根している。中径根は掘削した 3mの範囲を
超えて伸長しているが、多くはみられない。根株から伸長している垂
下根は深さ 60cm以深に達しているが、客土層を超えているかは確認
できていない。

（アオイ科フヨウ属）
Hibiscus tiliaceus

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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樹 高 5.5m 幹 周 83cm 枝 張 り 5.9m 根 元 周 106cm
植栽環境　植栽基盤は、客土層が明瞭でなく公園造成時の土壌のままである。

根系状況　中径根が表層 40cm程度で伸長し、そこから多数の小径根・細根が
発根してネット状に発達している。水平根は 3mの範囲を超えて伸長
している。斜め下方向に伸長している根が深さ 50cm まで確認でき、
さらに下方に伸長している。

（パンヤ科キワタ属）
Bombax ceiba

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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樹 高 5.5m 幹 周 81cm 枝 張 り 5.0m 根 元 周 92cm
植栽環境　深さ 40cmまで客土層があり、その下層は公園造成時の土壌のまま

の植栽基盤である。

根系状況　水平方向に根株から 3本程度の大径根と多数の小・中径根が伸長し
ており、大径根は 3m以上伸長している。中径根も 3mの範囲内で多
くみられる。垂下根は移植時に切断された後に、発根しているものは
確認できない。

（モクセイ科トネリコ属）
Fraxinus griffi  thii

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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樹 高 3.5m 幹 周 46,54cm 枝 張 り 5.2m 根 元 周 109cm
植栽環境　深さ 20cmまで客土層があり、その下層は公園造成時の固結した土

壌のままの植栽基盤である。

根系状況　水平方向には根株から 1m程度の範囲までしか根系が認められない。
斜出した根系は、深さ 60cm程度までの伸長を確認できたが、それ以
深には太い根系は侵入していない。小・中径根の発根も少なく、根系
の発達が非常に悪い。

（ムラサキ科メセルスクミディア属）
Argusia argentea

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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樹 高 3.3m 幹 周 90cm 枝 張 り 2.0m 根 元 周 180cm
植栽環境　深さ 100cmまで客土層となっている植栽基盤である。

根系状況　幹の基部から不定根が叢生し、横出及び斜出しながら伸長している。
水平方向の根系は 3m以上伸長して、枝（葉）張り（片側）の 1mよ
りも長い。下方に伸長した根系は、深さ 60cm程度に達している。過
去に樹幹が傾斜したことは根系伸長との関連性も考えられるが、現時
点では根張りは良好であるといえる。

（ヤシ科ココヤシ属）
Cocos nucifera

公園植栽樹木（沖縄県国頭郡本部町・国営沖縄記念公園海洋博覧会地区）

根系伸長状況（上面写真）
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